
τ

「
木
造
大
日
如
来
坐
像
」

像
高
わ
ず
か
に
五
六
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
桂

材
寄
木
造
り
、
漆
箔
仕
上
げ
の
小
像
で
す
が
、
藤
原

※
し
っ
ぱ
く

時
代
後
期
の
典
型
的
な
作
品
で
す
。

全
体
と
し
て
優
美
な
姿
を
も
ち
、
顔
は
温
和
で
髪

は
櫛
目
美
し
く
双
髪
に
束
ね
ら
れ
、
額
に
は
水
晶
の

く

し

め

白
毫
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
面
は
奥
に
向
か
っ
て

※
び
ゃ
く
ご
う

広
が
り
、
大
き
な
耳
の
つ
け
根
部
分
に
結
合
し
て
い

る
た
め
奥
行
き
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
眼
は
半
眼
伏
目

※
は
ん
が
ん
ふ
し
め

で
、
視
線
は
鼻
梁
に
注
が
れ
て
い
て
沈
思
黙
考
の
相

び
り
ょ
う

が
特
徴
的
で
す
。

顎
の
張
り
と
き
り
り
と
結
ん
だ
口
の
辺
に
、
お
だ

あ
ご

や
か
な
中
に
も
厳
し
さ
が
た
だ
よ
う
よ
う
に
感
じ
ら

れ
ま
す
。

寺
伝
に
よ
れ
ば
、
こ
の
大
日
如
来
は
建
武
年
間

（
一
三
三
四
〜
一
三
三
八
年
）
に
将
来
さ
れ
た
も
の

で
、
寺
の
本
尊
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
漆
箔
…
素
地
に
漆
を
塗
り
、
そ
の
上
に
金
箔
を
置
く
仕
上
げ

法
※
白
毫
…
仏
語
。
仏
の
眉
間
に
あ
る
白
い
巻
き
毛
。
仏
の
三
十

二
相
の
一
つ

※
半
眼
伏
目
…
目
を
半
ば
開
き
、
う
つ
む
い
て
見
る
こ
と
。
ま

た
、
そ
の
目
つ
き
や
姿
勢

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
栃
尾
市
に
あ
る
、
県
・
市
指
定
の
文
化

財
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
課
（文
化
セ
ン
タ
ー
内

‐２
０
２
０
）

52

33

と
ち
お
の
文
化
財

平成15年12月５日発行№ 563 2003-12広報 とちお
発行／新潟県栃尾市長 編集／栃尾市行政管理課広報広聴係

〒940-0298 新潟県栃尾市金町2-1-5 0258-52-2175 FAX52-3990

URL: http://www.city.tochio.niigata.jp/ E-mail:info@city.tochio.niigata.jp

県
指
定
有
形
文
化
財

彫
刻

所
在
地

東
中
野
俣

所
有
者
・
管
理
者

東
光
寺

指
定
年
月
日

昭
和
三
十
八
年
三
月
二
十
二
日

施 設 名 休 館 日
市 民 会 館 毎月第１・第３月曜日
文 化 セ ン タ ー 毎月第２月曜日の9～17時

各 公 民 館 図 書 室 毎週月曜日
施 総 合 体 育 館 毎週月曜日
設 吉水ふれあい体育館 毎週月曜日
の 美 術 館 毎週月曜日
休 杜 々 の 森
館 ふるさと交流広場
日 道 院 高 原
産業交流センター 毎週月曜日
物 産 館 無休

※休館日が祝祭日の場合は、変更することがあります。

毎週火曜日

冬期休業中

冬期休業中



区　　分 調査票配布数 調査票回収数
男　　性
女　　性
不明・無回答
合　　計

3,951
4,163

8,114

2,891
3,142
218
6,251

回収率
73.2%
75.5%

77.0%

%

24.2

23.0

17.0

19.9

14.8

1.1

100.0

区　分 実　数 %

2,950

2,304

47.2

36.9

賛　成

反　対

3

市町村合併アンケート結果まとまる
11月４日～14日に行いました「市町村合併に関するアンケート」にご協力いただき、
ありがとうございました。集計結果がまとまりましたので、お知らせします。
寄せられましたみなさまのご意向を基に議会等と協議し、法定合併協議会に参加

するかどうかを決めていくことになります。
なお、アンケート集計結果報告書は、市役所市民ホール、公民館図書室でご覧い

ただけます。また、ホームページにも掲載しています。
アドレスはこちらです。

http://www.city.tochio.niigata.jp/gyousei/gappei/index.html

集 計 結 果

１.対 象 者 20歳以上の市民の内、40％を無作為に抽出　　8,114人
（平成15年10月1日現在　住民基本台帳より）

２.回収結果

３.合併することについての考え
【設問】 問４　栃尾市が長岡市などの7市町村と合併することについて、どのように

お考えですか？
不明・無回答 
1.1％ 

賛　成 
24.2％ 

どちらかといえば 
賛成 
23.0％ 

どちらかといえば 
反対 
19.9％ 

どちらとも 
いえない 
14.8％ 

賛　成 
24.2％ 

どちらかといえば 
賛成 
23.0％ 反　対 

17.0％ 

どちらかといえば 
反対 
19.9％ 

どちらとも 
いえない 
14.8％ 

賛　成 
47.2％ 

反　対 
36.9％ 

区　　分

賛　　成

どちらかといえば賛成

反　　対

どちらかといえば反対

どちらともいえない

不明・無回答

合　　計

実　数

1,514

1,436

1,061

1,243

928

69

6,251

1 ８/25 半蔵金防雪センター 66 7 73 78.5%
2 ９/５ 西谷地区開発センター 39 2 41 12.3%
3 ９/６ まんさく地区活性化センター 56 4 60 39.2%
4 ９/12 栃尾南小学校 29 5 34 4.6%
5 ９/16 文化センター 32 14 46 7.9%
6 ９/17 市民会館 54 8 62 9.7%
7 ９/22 市民会館 19 8 27 4.6%
8 ９/23 栃尾東小学校 41 10 51 6.2%
9 ９/27 守門の里 23 6 29 13.0%
10 10/３ 皆楽荘 33 3 36 15.4%
11 10/４ 下塩小学校 43 6 49 10.5%
12 10/10 塩谷地区開発センター 27 2 29 10.2%
13 10/13 梅野俣集落センター 21 2 23 31.9%
14 10/15 入塩川公民館 26 0 26 19.0%
15 10/19 おりなす 28 1 29 4.6%
16 10/20 東谷小学校 18 3 21 7.9%
17 10/23 ふるさと交流会館 53 7 60 18.2%
18 10/27 ふるさと会館 34 3 37 16.4%
19 10/28 一之貝担い手センター 33 3 36 19.5%
20 10/30 入東谷生活改善センター 26 0 26 23.2%
21 11/１ 吹谷地区多目的集会センター 29 5 34 38.6%
22 11/２ 小貫公民館 38 10 48 33.3%

合　　　　　計 768 109 877 11.9%

回数 期日 会　場　名
参 加 者 数
男 　 女 　 計

参加率
（世帯比）

合併説明会参加者集計

2
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「
水
の
中
か
ら
ご
挨
拶

五
色
沼
」

写

真

「
霜

降
」

日
本
画

さん村越美智子
上樫出

「おりなす」で手織り講座を受け５年になります。
網代絣は緯(よこ)糸をくくって染め、偶然性を利用
して織り出す技法です。八角形の斜めの線を織り出
すところが難しく、随分と時間がかかってしまいま
したが、ほぼイメージどおりにできあがりました。
織り機に向かい、経(たて)糸と緯糸が織り成す色

彩の美しさを楽しんでいます。

こ
の
五
字
一
行
は
、
禅
語
で
禅
宗
の
初
祖
達
磨(

だ
る
ま)

が

二
祖
慧
可(

え
か)

に
法
を
伝
え
る
に
あ
た
り
、
書
き
与
え
た
語

句
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
作
品
は
あ
る
早
朝
に
精
神
を
集
中
し

て
心
気
の
勢
い
で
、
一
気
に
書
い
た
も
の
で
す
。

私
は
日
ご
ろ
道
徳
心
を
涵
養
す
る
に
書
道
を
志
し
て
、
若
い

こ
ろ
か
ら
怠
る
こ
と
な
く
実
行
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

書
道
を
通
じ
て
こ
の
道
に
努
力
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

さん渡辺 督
菅 畑

新潟日報美術振興賞

「泊 り」洋 画

「
禅
語
、
一
華
開
五
葉
（
い
ち
げ
ご
よ
う
に
ひ
ら
く)｣

書

道

さん石井宗龍
大野町

この作品を作り上げていく上で、大切にしたのは
旅先の感動を表現することにありました。
いつも見られる光景であるが、秋から冬を迎えて

の朝、澄み渡る空もと、霜の降りた凍てつく中に暖
かさを感じ取り張り詰めたものに挑戦しました。

さん大橋チイ子
滝の下町

賞
を
い
た
だ
け
る
と
は
思
っ
て

も
い
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
幸
福

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ
れ
も
良
き

指
導
者
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

き
、
仲
間
に
応
援
さ
れ
、
家
族
が

協
力
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
こ
れ
を
励
み
に

し
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
網

代

絣
」

版
画
・
彫
塑
・
工
芸 さん磯部熊一

大野町

こ
の
写
真
は
初
夏
の
湖

畔
、
足
元
に
大
き
な
鯉
が

群
が
り
、
ま
た
そ
の
中
に

カ
ル
ガ
モ
親
子
も
混
じ
っ

て
愛
嬌
を
振
り
ま
い
て
い

た
日
に
撮
っ
た
一
枚
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
趣
味
の
一

つ
と
し
て
、
楽
し
く
写
真

を
撮
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

4
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芸
術
の
秋
ー
。
恒
例
の
栃
尾
市
美
術
展
が
、
十
一
月
一
日
か
ら
三
日
ま
で
の
三
日
間
、
総

合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
展
示
さ
れ
た
二
百
八
十
六
点
の
力
作
の
ほ
か
、
同
時
開
催

の
市
民
文
化
祭
の
作
品
が
、
多
く
の
市
民
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

。

市
長
賞
な
ど
入
賞
作
品
を
紹
介
し
ま
す

「
白

秋
」

日
本
画

市

長

賞

先生と周りの皆様のおかげで市長賞をいただく
ことができ感謝しています。
夢中で描いてきた３年間でしたが、これからは

楽しみながらゆったりと自分らしい絵を描いてい
けたらと思っています。

さん丸山せい子
新栄町

「
和
歌
八
首
」

書

道

さん鈴木ミツ
森 上

昨年に続いて市長賞がいただけることは、このうえない
幸せです。
今年一年を、この１枚の絵に集中できたことがよかった
のでしょうか。
私の好きなこのはざ木も、今はもう無くなってしまいま
したが、また次も集中できる風景に出会い、楽しく描ける
ようになれたらと思っています。

「晩 秋」洋 画

市長賞という栄をいただきまして、身にあまる光栄で感謝の気持ちでいっぱ
いです。仕事、主婦の余暇を見つけてこつこつと筆を持ち続けてきました。諸
先生方、書友に感謝しながら、これからもマイペースで続けていきたいと思っ
ています。

さん韮沢幸泉
泉
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｢

交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
「
と
ち
お
自
慢

市
」
が
、
十
一
月
二
十
九
・
三
十
日
の
二
日

間
、
東
京
の
表
参
道
・
新
潟
館
ネ
ス
パ
ス
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
発
電
所
が
あ
る
全
国
の
市
町
村
の

特
産
品
な
ど
を
展
示
即
売
す
る
、
日
本
最
大

の
物
産
展
「
第
十
四
回
電
気
の
ふ
る
さ
と
じ

ま
ん
市
」
が
、
十
一
月
二
十
一
日
か
ら
二
十

三
日
ま
で
の
三
日
間
千
葉
・
幕
張
メ
ッ
セ
で

開
か
れ
、
栃
尾
を
大
い
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

と
ち
お
自
慢
市
は
、
首
都
圏
住
民
に
栃
尾
市
を
知

っ
て
も
ら
い
、
来
訪
の
き
っ
か
け
づ
く
り
と
農
産
品

な
ど
物
産
の
販
路
拡
大
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
促

進
に
よ
る
交
流
人
口
の
増
加
、
定
住
の
促
進
を
図
る

た
め
昨
年
、
一
昨
年
に
次
ぐ
三
回
目
の
実
施
で
す
。

こ
の
催
し
は
、
と
ち
お
元
気
野
菜
の
会
、
観
光
物

産
会
、
杜
々
の
森
名
水
公
園
管
理
運
営
組
合
、
農
業

近
代
化
ク
ラ
ブ
、
て
ま
り
の
会
、
ふ
る
さ
と
交
流
広

場
道
院
管
理
運
営
組
合
、
Ｊ
Ａ
栃
尾
中
央
店
、
観
光

協
会
、
お
よ
び
市
で
構
成
す
る
実
行
委
員
会
が
開
催
し

た
も
の
で
す
。

会
場
に
は
、
新
鮮
野
菜
や
栃
尾
あ
ぶ
ら
げ
な
ど
特

産
品
・
工
芸
品
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
、
の
っ
ぺ
な
ど
の

郷
土
料
理
が
食
べ
ら
れ
る
「
ご
っ
つ
ぉ
コ
ー
ナ
ー｣

、

道
院
高
原
や
杜
々
の
森
な
ど
行
楽
地
の
展
示
紹
介
コ

ー
ナ
ー
を
設
置
。
西
中
野
俣
の
伝
統
芸
能
「
広
大

寺
」
を
披
露
し
た
り
、
て
ま
り
や
竹
細
工
な
ど
の
製

作
実
演
や
体
験
を
行
っ
た
り
し
、
雨
に
も
か
か
わ
ら

ず
開
催
期
間
中
約
二
千
五
百
人
が
訪
れ
終
始
に
ぎ
わ

っ
て
い
ま
し
た
。
来
客
者
の
中
に
は
「
毎
年
、
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
栃
尾
の
自
然
や
人
情
を
直

接
肌
で
感
じ
て
み
た
い
」
と
話
す
人
も
多
く
、
着
実

に
栃
尾
市
の
フ
ァ
ン
は
増
え
て
い
ま
す
。

馬
場
市
長
は
、
旅
行
雑
誌
社
な
ど
マ
ス
コ
ミ
会
見

の
席
で
「
栃
尾
市
は
自
然
が
豊
か
で
、
観
光
資
源
や

歴
史
文
化
財
な
ど
が
豊
富
な
町
で
す
」
と
栃
尾
市
を

Ｐ
Ｒ
。

今
後
は
、
ほ
か
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
や
交
流
客

の
受
け
入
れ
体
制
づ
く
り
な
ど
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
第
十
四
回

電
気
の
ふ
る
さ
と
じ
ま
ん
市
が
、
千
葉
・
幕
張
メ
ッ

セ
で
開
か
れ
、
栃
尾
市
は
観
光
物
産
会
と
協
力
し
て

物
産
即
売
、
飲
食
、
観
光
Ｐ
Ｒ
の
三
つ
の
コ
ー
ナ
ー

に
出
展
し
ま
し
た
。

市
町
村
の
特
産
品
が
並
ぶ
物
産
即
売
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
栃
尾
あ
ぶ
ら
げ
や
あ
ま
酒
な
ど
が
人
気
を
集
め
、

飲
食
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ふ
だ
ん
栃
尾
市
内
で
し
か
味

わ
え
な
い
揚
げ
立
て
の
熱
々
あ
ぶ
ら
げ
が
好
評
で
、

長
蛇
の
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

ま
た
観
光
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
栃
尾
て
ま
り
の

製
作
実
演
と
体
験
会
を
開
催
。
ブ
ー
ス
内
に
飾
ら
れ

た
華
麗
な
て
ま
り
に
多
く
の
人
が
足
を
止
め
、
て
ま

か

れ

い

り
を
通
し
て
多
く
の
人
た
ち
と
交
流
が
で
き
ま
し
た
。

開催を祝いテープカット。左から高
村義信ネスパスチーフディレクター、
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「
視

線
」

写

真

この度は、新潟日報美術振興賞をいただきあり
がとうございます。
この写真は、お祭り会場で元気いっぱいの子ど

もを見て心が和み、ぜひレンズにおさめたいと感
じ、お祭りの山車物を見つめている視線を撮った
ものです。
これからも楽しみながら写真を撮って、次回の

市展にも出展したいと思います。

さん浅野修三
谷 内

さん星野紀子
本 町

和紙の手ざわりが大好きです。そんな和紙を使う版画や
ちぎり絵で自分の思いが表現できたら、という気持ちで制
作を続けてきました。今回はろうけつ染めの手法を応用し
て和紙を染めてみました。
白と黒で表した私の中の秋が、審査の先生に分かってい
ただけたことがとても嬉しいです。
これからも和紙にこだわりながら自分の心を表現してい
きたいと思っています。

「清秋多幸」版画・彫塑・工芸

山
本

貞
春

上
の
原
町

日

本

画

小
浦

譲

小

向

洋

画

山
本

貞
春

上
の
原
町

石
月
久
美
子

東

町

中
村

和
江

上
樫
出

書

道

諸
橋

優
子

北
荷
頃

福
嶋

郁
雄

北
荷
頃

写

真

勝
沼
千
代
子

原

町

石
黒

和
枝

金

沢

笠
井

秀
市

栄

町

飯
浜

宏

金

町

版
画
・
彫
塑
・
工
芸

姉
崎

イ
ツ

新
栄
町

林

和
夫

長
岡
市

松
井

和
子

山
田
町

野
沢

喜
作

山
田
町

吉
増

慶
太

刈
中
１
年

中
学
生
絵
画

石
丸
未
奈
子

刈
中
１
年

中
村
紗
和
子

刈
中
２
年

増
井

一
恵

刈
中
２
年

勝
沼

幸

刈
中
３
年

み
ゆ
き

田
邉

洋
平

刈
中
１
年

中
学
生
書
道

西
片

琴
羽

刈
中
２
年

佐
藤

奏
絵

刈
中
２
年

か

な

え

小
林

千
里

刈
中
３
年

中
学
生
書
道

「
森
羅
万
象
」

教育長賞

さん葛綿玲那
刈谷田中３年

さん新飯田有加
に い だ

刈谷田中３年

「ｍｏｏｎ 」中学生絵画 (ムーン)
(

敬
称
略)

奨
励
賞
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／
６

刈
谷
田
中
学
校
職
場
体
験
11

刈
谷
田
中
学
校
（
早
川
克
己

校
長
）
は
、
進
路
学
習
を
総
合

学
習
の
中
心
に
位
置
づ
け
、
一

年
生
百
四
人
が
参
加
し
て
職
場

体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

生
徒
は
、
保
育
園
や
福
祉
施

設
な
ど
市
内
外
の
事
業
所
三
十

三
カ
所
を
訪
問
し
ま
し
た
。

こ
の
内
五
人
は
、
同
日
実
施

さ
れ
た
老
人
ク
ラ
ブ
芸
能
祭
を

取
材
し
、
市
の
広
報
紙
づ
く
り
を
体
験
。
仕
事
の
大
変
さ
や
楽
し
さ
、

職
業
を
通
し
て
の
生
き
方
な
ど
を
一
人
ひ
と
り
が
考
え
て
い
ま
し
た
。

栃
尾
高
校
で
橡
峰
祭
が
行
わ
れ
、
全
校
生
徒
約
六
百
人
が
高

校
生
活
の
思
い
出
を
作
り
ま
し
た
。

一
日
目
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
吹
奏
楽
部
の
演
奏
、

歌
や
ダ
ン
ス
に
自
信
の
あ
る
生
徒
が
出
演
し
て
の
ス
テ
ー
ジ
合

戦
の
ほ
か
、
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
が
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ

ー
は
、
課
題
研
究
被

服
製
作
選
択
者
十
人

が
春
か
ら
デ
ザ
イ
ン

し
製
作
し
た
洋
服
を

発
表
し
た
も
の
で
す
。

自らデザインし製作した
洋服を全校生徒に発表

赤い羽根共同募金チャリティーショー

11／６老人クラブ芸能祭

市
民
会
館
で

と
ち
お
音
楽
祭

を
行
い
ま
し
た
。

栃
尾
南
小
学

校
の
若
草
太
鼓

の
演
奏
を
皮
切

り
に
、
同
校
リ

コ
ー
ダ
ー
ク
ラ

ブ
、
栃
尾
東
小

学
校
器
楽
ク
ラ
ブ
、
刈
谷
田
中
学
校
吹
奏
楽
部
、

大
正
琴
さ
ざ
ん
か
の
皆
さ
ん
が
出
演
し
ま
し
た
。

ま
た
同
時
に
開
催
し
た
マ
イ
タ
ウ
ン
コ
ン
サ
ー

ト
で
は
、
新
潟
県
出
身
や
在
住
の
プ
ロ
音
楽
家
が
、

な
つ
か
し
い
日
本
の
唱
歌
と
オ
ペ
ラ
の
名
曲
を
披

露
。
こ
の
ほ
か
、
栃
尾
混
声
合
唱
団
と
共
演
し
た

り
、
観
客
と
一
緒
に
「
も
み
じ
」
を
歌
っ
た
り
し
、

訪
れ
た
大
勢
の
人
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

11／16とちお音楽祭2003

社
会
福
祉
協
議
会
の
善
意
銀
行
基
金
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
と
し
て
、
栃
尾
カ

ラ
オ
ケ
協
会
（
上
村
千
秋
会
長
）
主
催
の
歌
と
踊
り
の
祭
典
が
十
月
二
十

六
日
、
市
民
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
協
会
員
や
友
情
出
演
の
藤
扇
脩
士
社
中
の
皆
さ
ん
が
歌
や
踊
り
を
披

ふ
じ
お
う
ぎ
し
ゅ
う
し

露
す
る
と
、
会
場
を
い
っ
ぱ
い
に
し
た
観
客
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

ま
た
会
場
入
口
に
置
か
れ

た
は
募
金
箱
に
は
、
観
客
た

ち
の
善
意
で
七
万
千
百
八
十

八
円
が
集
ま
り
、
上
村
会
長

か
ら
馬
場
市
長
に
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。
募
金
は
市
内
の
福

祉
施
設
に
配
分
さ
れ
ま
す
。

カラオケ協会

歌と踊りの祭典

二
年
に
一
度
開
催
さ
れ
て
い
る
栃
尾
市
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
の
第
十
七
回
芸
能
祭
が
市
民
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
内
の
老
人
ク
ラ
ブ

六
十
五
団
体
中
三
十
団

体
か
ら
約
百
人
が
出
演

し
、
カ
ラ
オ
ケ
や
踊
り
、

マ
ジ
ッ
ク
な
ど
を
披
露
。

約
五
百
人
の
観
客
は
、

楽
し
い
一
日
を
過
ご
し

ま
し
た
。

ま
た
受
付
に
は
赤
い

羽
根
の
募
金
箱
が
置
か

れ
、
集
ま
っ
た
七
万
二

百
八
十
円
は
社
会
福
祉

に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

／
８
・
９

栃
尾
高
校
橡
峰
祭

し
ょ
う
ほ
う
さ
い

11

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
開
催

踊
り
を
披
露
す
る
大
野
町

老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん

自
慢
の
の
ど
を
披
露
す
る

磯
部
美
和
さ
ん

善意に感謝し、上村会長か
ら募金を受け取る馬場市長

芸能祭の会場で観客に
取材する生徒

観客ともみじを歌う混声
合唱団とプロの音楽家

過労死などの
無料相談を実施しています

(財)労災年金福祉協会 新潟労災年金相談室

ﾌﾘｰ ０１２０－６０３－１１４
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栃
尾
市
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル

十
一
月
十
五
日
お
り
な
す
で
、

「
み
ん
な
で
命
の
成
長
を
考
え
よ

う
」
と
、
子
育
て
中
の
人
、
こ
れ

か
ら
親
と
な
る
人
な
ど
約
二
百
人

が
参
加
し
て
、
と
ち
お
子
育
て
子

育
ち
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

交
流
会
は
、
愛
知
工
業
大
学
教

授
の
大
島
清
さ
ん
が
、
専
門
の
大

脳
生
理
学
の
観
点
か
ら
「
胎
教
か

ら
思
春
期
へ
」
と
題
し
講
演
。

「
子
ど
も
は
、
三
歳
ま
で
良
い
こ

と
を
ま
ね
て
脳
が
育
っ
て
い
く
。

三
歳
か
ら
十
歳
ま
で
は
学
童
の
時

と
ち
お
花
企
画
は
十
一
月
一

日
、
県
内
最
多
を
誇
る
「
第
十

二
回
栃
尾
市
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン

ク
ー
ル
」
を
お
り
な
す
で
開
催

し
ま
し
た
。

コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
花
苗
を

配
付
し
た
九
十
二
団
体
か
ら
五

十
八
団
体
が
応
募
。
団
体
の
部
、

学
校
の
部
、
保
育
所(

園)

の
部

ご
と
に
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
、

優
良
賞
、
努
力
賞
、
特
別
賞
の

各
賞
が
三
十
一
団
体
に
贈
ら
れ

た
ほ
か
、
自
主
的
に
花
づ
く
り

を
行
い
行
き
交
う
人
た
ち
の
心

を
和
ま
せ
て
く
れ
て
い
る
三
人

に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

毎
年
花
づ
く
り
の
指
導
と
審
査

を
お
願
い
し
て
い
る
県
花
い
っ
ぱ

い
連
盟
理
事
の
小
林
正
夫
さ
ん
は
、

「
幼
児
期
に
花
と
遊
び
、
花
を
育

て
る
こ
と
で
感
性
が
養
わ
れ
る
こ

と
が
理
解
さ
れ
て
き
た
よ
う
で
す
。

植
物
は
気
候
に
支
配
さ
れ
ま
す
が
、

今
年
の
異
常
気
象
の
中
で
き
れ
い

な
花
を
咲
か
せ
た
栃
尾
の
花
づ
く

り
は
着
実
に
進
歩
し
て
い
ま
す
」

と
講
評
し
ま
し
た
。

※
最
優
秀
賞
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
団
体
の
部
…
原
町
老
人
ク
ラ
ブ

▽
学
校
の
部
…
西
谷
小
学
校

▽
保
育
所(

園)

の
部
…
善
昌
寺
保

育
園

市
は
社
会
教
育
の

一
環
と
し
て
、
科
学

技
術
に
親
し
み
モ
ノ

づ
く
り
の
楽
し
さ
を

体
験
し
て
も
ら
い
た

い
と
、
ロ
ボ
ッ
ト
セ

ミ
ナ
ー
を
実
施
。
Ｎ

Ｐ
Ｏ
子
ど
も
モ
ノ
づ

く
り
教
育
支
援
事
業

団
の
共
催
と
、
芝
浦
工
業
大
学
の
後
援
で
実
現
し
た
も
の
で
す
。

最
終
日
、
参
加
し
た
八
人
が
思
い
思
い
に
飾
り
付
け
た
ロ

ボ
ッ
ト
で
競
技
会
を
開
催
。
子
ど
も
た
ち
は
、
二
本
の
腕
と

六
本
の
脚
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
で
巧
み
に
操
り
な
が
ら
、
誰

の
作
っ
た
ロ
ボ
ッ
ト
が
一
番
強
い
か
競
い
合
っ
て
い
ま
し
た
。

少
年
少
女
ロ
ボ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー

／

・

・

（
文
化
セ
ン
タ
ー
）

11

23

24

30

指導を補助した長岡工専の学生
とロボットを組み立てる参加者

西
谷
小
学
校
（
碓
井
和
子
校
長
・
全
校
児
童

二
十
六
人
）
は
、
美
里
絵
と
そ
ば
う
ち
の
体
験

を
授
業
参
観
に
合
わ
せ
実
施
し
ま
し
た
。

美
里
絵
の
講
師
を
務
め
た
多
田
清
虹
さ
ん
は
、

せ
い
こ
う

「
良
い
作
品
を
作
ろ
う
と
せ
ず
、
葉
っ
ぱ
を
生

か
そ
う
と
思
っ
て
作
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
指
導
。

そ
ば
う
ち
に
は
、
児
童
の
ほ
か
保
護
者
や
地

域
住
民
約
八
十
人
が
参
加
し
、
で
き
あ
が
っ
た

そ
ば
を
お
い
し
く
食
べ
て
い
ま
し
た
。(

表
紙)

西谷小学校、授業参観で

10／16美里絵、そばうち体験

～みんなで命の成長を考えよう～

とちお子育て子育ち交流会

美しい花の写真展を見る参加者

団
体
の
部
で
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
た
原
町
老
人
ク
ラ
ブ

落ち葉などで絵を
描く児童

お
母
さ
ん
た
ち
に
優
し
く

語
り
か
け
る
大
島
清
さ
ん

代
で
、
何
が
一
番
適
し
て
い
る
か

を
引
き
出
し
て
や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
十
歳
か
ら
思
春
期
が
始

ま
り
、
人
間
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す

る
。
二
〜
三
年
遅
れ
て
も
心
配
す

る
必
要
は
な
い
」
と
語
り
、
「
両

親
が
日
常
会
話
や
絵
本
を
通
じ
て

子
ど
も
に
言
葉
を
伝
え
る
、
言
葉

み
が
き
が
と
て
も
大
事
」
と
力
説
。

講
演
後
、｢

胎
教
に
は
何
が
良
い

の
か
、
男
の
子
と
女
の
子
の
育
て

方
の
違
い
は
」
な
ど
の
質
問
に
、

丁
寧
に
答
え
て
い
ま
し
た
。

架空請求は
無視しましょう 県消費生活センター相談電話 ０２５－２８５－４１９６



当
日
有
権
者
数

二
〇
、
三
四
五
人

一
五
、
二
三
二
人

投
票
者
数

一
五
、
二
三
二
票

投
票
総
数

一
四
、
七
六
三
票

有
効
投
票
数

四
六
九
票

無
効
投
票
数

七
四
・
八
七
％

投
票
率

（
届
出
順
）

【
得
票
数
】

○
菊
田
ま
き
こ

七
、
八
六
八
票

○
む
と
う
元
美

七
六
〇
票

○
く
り
は
ら
博
久

六
、
一
三
五
票

当
日
有
権
者
数

二
〇
、
三
四
九
人

一
五
、
二
三
二
人

投
票
者
数

一
五
、
二
三
二
票

投
票
総
数

一
四
、
二
一
九
票

有
効
投
票
数

一
、
〇
一
三
票

無
効
投
票
数

七
四
・
八
五
％

投
票
率

（
届
出
順
）

【
得
票
数
】

○
社
会
民
主
党

六
一
九
票

○
自
由
民
主
党

五
、
八
五
三
票

比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙

○
公
明
党

一
、
一
〇
八
票

○
日
本
共
産
党

八
二
一
票

○
民
主
党

五
、
八
一
八
票

当
日
有
権
者
数

二
〇
、
三
四
五
人

一
五
、
〇
九
九
人

投
票
者
数

一
五
、
〇
九
二
票

投
票
総
数

一
四
、
五
八
〇
票

有
効
投
票
数

五
一
二
票

無
効
投
票
数

七
票

持
ち
帰
り

七
四
・
二
一
％

投
票
率

最
高
裁
判
所
裁
判
官

国
民
審
査

11
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○
衆
議
院
議
員
総
選
挙
○
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

（
栃
尾
市
分
）

選

挙

結

果

十
一
月
九
日
、
衆
議
院
の
解
散
に
よ
る
総
選
挙
お
よ
び
最
高
裁
判

所
裁
判
官
国
民
審
査
の
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
が
投
じ
た
大
切
な
一
票
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

罷
免
を
可
と
す
る

罷
免
を
可
と
し
な
い

氏

名

投
票
の
数

投
票
の
数

泉

　

治

七
五
三
票

一
三
、
八
二
七
票

上

田

豊

三

七
〇
九
票

一
三
、
八
七
一
票

甲
斐
中

辰

夫

七
四
七
票

一
三
、
八
三
三
票

島

田

仁

郎

六
九
五
票

一
三
、
八
八
五
票

濱

田

邦

夫

六
九
四
票

一
三
、
八
八
六
票

滝

井

繁

男

六
六
二
票

一
三
、
九
一
八
票

深

沢

武

久

六
四
六
票

一
三
、
九
三
四
票

藤

田

宙

靖

六
二
九
票

一
三
、
九
五
一
票

横

尾

和

子

六
〇
八
票

一
三
、
九
七
二
票

（
告
示
順
）

衆
議
院
議
員
総
選
挙

リフト料金Τ
回数券(11回つづり)1,000円▽

半日券1,200円(小学生以下1,000円)▽

１日券2,000円(小学生以下1,500円)▽

ナイター券1,000円▽

年末年始ナイターも可(31日除く)
お得なシーズン券もあります▽

一般15,000円、中学生10,000円、小学生以下8,000円
スノーチュービングがおもしろいΤ
スリル満点のスノーチュービングにチャレンジ!(大きな
チューブで雪上を滑る／土・日・休日のみ／１回200円)
スキー子供の日が月２回Τ
毎月第２土曜日と第３日曜日は、小学生以下のリフト代
が無料
シニア＆レディース１日券半額(平日)Τ
50歳以上の人と中学生以上の女性は、平日のリフト１日
券が半額

とちおファミリースキー場 53-2390問合せ

とちおファミリースキー場

>12月20日(土)オープン

小
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙

青少年のための
科学の祭典2003

と き：12月13日(土)・14日(日)10時～17時(14日は16時まで) 入場無料

ところ：県央地域地場産業振興センター(三条市) 問合せ：実行委員会 025 280 5244- - 10
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／
２

人
面
そ
ば
ま
つ
り
11

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
十
一
月
六
日
、

人
権
啓
発
号
（
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
）
で
東
谷
小

学
校
（
中
西
義
夫
校
長
）
を
訪
問
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
県
民
の｢

優
し
い
心｣｢

正
し
い
心｣

｢

思
い
や
る
心
」
を
は
ぐ
く
ん
で
き
た
『
人
権

ハ
ー
ト
』
が
度
重
な
る
児
童
虐
待
事
件
、
差
別

問
題
事
件
や
自
然
破
壊
に
よ
り
崩
壊
し
県
内
の

小
学
校
十
四
校
に
飛
び
散
っ
て
し
ま
っ
た
か
け

ら
を
元
に
戻
す
ス
ト
ー
リ
ー
で
、
人
権
ハ
ー
ト

回
収
大
作
戦
を
実
施
し
た
も
の
で
す
。

東
谷
小
学
校
で
は
、
児
童
た
ち
が
傷
つ
い
た

ハ
ー
ト
の
か
け
ら
に｢

自
分
を
大
切
に

家
族

や
友
だ
ち
を
大
切
に｣

な
ど
、
学
年
ご
と
に
心

人
面
青
年
団
「
あ
け
ぶ
の
会
」

は
、
お
り
な
す
で
七
回
目
の
そ
ば

ま
つ
り
を
開
催
。
地
元
山
取
り
の

自
然
薯
を
加
え
た
こ
だ
わ
り
の
そ

じ

ね

ん

じ

ょ

ば
を
味
わ
お
う
と
市
内
外
か
ら
大

勢
の
フ
ァ
ン
が
つ
め
か
け
、
新
そ

ば
の
味
と
香
り
を
堪
能
し
ま
し
た
。

ま
た
新
鮮
野
菜
即
売
コ
ー
ナ
ー

も
、
料
理
法
を
聞
き
な
が
ら
品
定

め
を
す
る
人
た
ち
で
大
に
ぎ
わ
い
。

次
か
ら
次
に
売
れ
て
い
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
（
内

田
力
代
表
取
締
役

社
長
）
は
、
地
域

活
性
化
施
設
支
援

事
業
と
し
て
、
ま

ん
さ
く
会
館
に
エ

ア
コ
ン
一
式
四
百

二
十
万
円
相
当
を

寄
付
し
ま
し
た
。

石
原
秀
男
西
谷
地
区
区
長
会
長
は
「
同
会
館
の
会
議
室
は

八
十
八
畳
と
大
き
く
、
二
階
に
あ
る
た
め
夏
は
暑
く
て
汗
を

流
し
な
が
ら
、
冬
は
寒
さ
の
た
め
震
え
な
が
ら
集
会
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
快
適
な
環
境
で
地
域
住
民
が
会

議
な
ど
を
開
く
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
感
謝
し
て
い
ま
し
た
。

株
式
会
社

コ
ロ
ナ

／

ま
ん
さ
く
会
館
に
エ
ア
コ
ン
を
寄
付

11

12

内田社長に感謝状を渡す石原
区長会長と地元の多田議員

今
年
も
音
楽
の
学
習
成
果
を
発
表
し
、
鑑
賞
し

合
う
こ
と
で
児
童
の
交
流
と
親
睦
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
小
中
学
校
音
楽
会
が
市
民
会
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

児
童
や
生
徒
は
緊
張
し
な
が
ら
も
合
唱
や
合
奏

な
ど
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
披
露
。
発
表
が
終

わ
る
た
び
に
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

10／31小中学校音楽会

東谷小学校で

人権ハート回収大作戦

閉店までにぎわった「てまりホール」

栃尾南小学校６年生54人が｢若草
の息吹(いきぶき)｣を披露

｢

上
塩
地
そ
ば｣

ま
つ
り
を
開
催
し
ま
し
た
。
地
元
産
の

そ
ば
粉
を
使
用
し
た
二
八
そ
ば
は
、
お
い
し
い
そ
ば
を

求
め
て
研
究
を
重
ね
た
究
極
の
そ
ば
。
市
内
外
か
ら
訪

れ
た
人
た
ち
は
味

と
香
り
は
も
ち
ろ

ん
、
の
ど
ご
し
の

良
さ
に
満
足
し
て

い
ま
し
た
。

会
場
の
外
に
は
、

特
産
品
販
売
コ
ー

ナ
ー
や
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
な
ど
が

出
店
。
こ
ち
ら
も

大
盛
況
で
し
た
。

11／23上塩地そばまつり

優
し
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
て
人
権
擁
護
委
員
と
一
緒
に
元
に

戻
し
、
人
権
の
樹｢

コ
ブ
シ｣

を
植
樹
し
た
後
大
き
な
声
で
三
つ

き

の
約
束
を
読
み
上
げ
、
人
権
ハ
ー
ト
を
よ
み
が
え
ら
せ
ま
し
た
。

新
そ
ば
に
舌
鼓
を
打
つ

家
族
連
れ

コブシを植樹する児童と人権擁
護委員。児童たちは｢ぼう力を
ふるわない｣｢悪口を言わない｣
｢人の失敗を笑わない｣と、３つ
の約束をしました

12月は
「簡易包装キャンペ－ン月間」

一般家庭から出るごみの約６割が容器包装にかかるものです。

環境を考えて、簡易包装を心がけてみませんか？



五
十
嵐
さ
ん
は
去
る
十
一
月
九
日
、

新
発
田
市
で
行
わ
れ
た
第
四
十
六
回

県
選
手
権
大
会
に
お
い
て
３
時
間
12

分
７
秒
で
優
勝
し
ま
し
た
。
大
阪
国

際
女
子
マ
ラ
ソ
ン
出
場
の
標
準
記
録

３
時
間

分
を
切
り
出
場
。
健
闘
が

15

期
待
さ
れ
ま
す
。

次
の
人
は
、
世
代
や
地
域
を
超
え

た
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
「
全
国
ス

ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭

（
文
部
科
学
省
、
日
本
体
育
協
会
な

ど
主
催)

」
で
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

（
民
踊
）
に
新
潟
県
代
表
と
し
て
出

大
阪
国
際
女
子

マ
ラ
ソ
ン
大
会
出
場

１
／

大
阪
府

25さん五十嵐涼子
一之貝

栃尾市陸上競技
協会

第

回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
・

16レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭

／
１
〜
３

香
川
県

11

場
。
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

那
須

克
実
（
旭

町
）

野
沢

久
美
子
（
北
荷
頃
）

石
丸

和
子
（
下

塩
）

目
黒
さ
ん
は
去
る
六
月
十
五
日
、

新
潟
市
で
開
催
さ
れ
た
第
八
回
に
い

が
た
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
交

流
大
会
・
マ
ラ
ソ
ン
男
子
５
　
の
部

に
お
い
て

分

秒
で
優
勝
し
出
場
。

21

28

健
闘
し
ま
し
た
。

斉
藤
さ
ん
（
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス

第

回
技
能
五
輪
全
国
大
会

41

／

〜

新
潟
市

10

24

27

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
徳
島

／

徳
島
県

10

19さん目黒誠二
大野町

ク
ー
ル
所
属
）
は
、
昨
年
十
二
月
に

行
わ
れ
た
地
区
予
選
会
で
優
秀
な
成

績
を
収
め
、
青
年
技
能
者
の
技
能
レ

ベ
ル
の
日
本
一
を
競
う
技
能
五
輪
大

会
（
中
央
職
業
能
力
開
発
協
会
、
新

潟
県
主
催
）
建
築
大
工
の
部
に
出
場

し
ま
し
た
。

同
部
に
は
百
三
十
六
人
が
参
加
し
、

斉
藤
さ
ん
は
敢
闘
賞
を
受
賞
。
ま
た
、

新
潟
県
選
手
団
も
優
秀
技
能
選
手
団

賞
（
厚
生
労
働
省
職
業
能
力
開
発
局

長
賞
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

小
林
さ
ん
（
栃
尾
空
手
道
会
所

属
）
は
北
信
越
大
会
で
優
勝
し
、
第

四
十
一
回
全
国
空
手
道
選
手
権
大
会

（
日
本
空
手
連
合
会
主
催
）
小
学
五

・
六
年
生
女
子
形
の
部
に
新
潟
県
代

表
と
し
て
出
場
。
全
国
各
地
の
大
会

を
勝
ち
抜
い
た
約
千
人
の
選
手
が
出

場
す
る
こ
の
大
会
で
、
ベ
ス
ト
８
に

全
国
空
手
道
選
手
権
大
会

小
林

葵

ベ
ス
ト
８

さ
ん／

大
阪
府

10

19

な
り
優
秀
選
手
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

浅
野
朋
子
さ
ん
（
吉
水
・
新
潟
大

学
二
年
）
と
吉
原
美
亜
さ
ん
（
二
日

み

あ

町
・
新
潟
大
学
一
年
）
は
、
新
潟
大

学
剣
道
部
の
一
員
と
し
て
北
信
越
大

会
で
準
優
勝
し
出
場
。
ベ
ス
ト

と
16

健
闘
し
ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん
は
、
全
国
で
製
作
さ
れ

た
て
ま
り
三
百
五
十
九
点
を
集
め
て

品
質
や
技
術
な
ど
が
競
わ
れ
た
、
第

三
十
四
回
全
国
ご
て
ん
ま
り
コ
ン
ク

ー
ル
（
秋
田
県
本
荘
市
で
開
催
）
に

「
か
わ
り
り
ん
ど
う
」
を
出
品
し
、

朝
日
新
聞
社
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん
は
、
平
成
十
一
年
に
も

観
光
協
会
長
賞
を
受
賞
し
て
お
り
、

二
回
目
の
受
賞
で
す
。

第

回
全
日
本
女
子
学
生

22

剣
道
優
勝
大
会

／
９

愛
知
県

11

全
国
ご
て
ん
ま
り
コ
ン
ク
ー
ル

朝
日
新
聞
社
賞

高
校
男
子

　
級

66韮
沢

大
（
天
下
島
）

優
勝

ひ
ろ
し

高
校
女
子

　
級

52西
川

友
梨
（
旭

町
）

優
勝

高
校
女
子

　
級

57磯
辺

友
里
（
仲
子
町
）

優
勝

中
学
女
子
団
体

秋
葉
中
学
校

優
勝

西
川
亜
希
（
旭

町
）

先
鋒

奥
村
紗
希
（
表

町
）

中
堅

（
赤

谷
）

大
将

佐
藤
み
の
り

北
村
寛
子
（
東

町
）

補
員

小
学
男
子
５
年

　
級

45

八
木

亮
祐
（
金

町
）

優
勝

小
学
男
子
６
年

　
級

40

椿

龍
憧
（
栃

堀
）

２
位

小
学
男
子
６
年

　
級

55

佐
藤

拓
哉
（
原

町
）

３
位

小
学
男
子
６
年

　
超
級

55

高
山

勇
輔
（
北
荷
頃
）

２
位

小
学
女
子
６
年
無
差
別
級

中
村

萌
実
（
上
樫
出
）

３
位

Ｂ
Ｓ
Ｎ
柔
道
選
手
権
大
会

／
１
・
２

新
潟
市

11

13
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小林葵 (栄町)さん

佐藤美枝 (栃堀)さん

斉藤隆之 (本津川)さん

左から石丸 、那須 、さん さん
さん野沢

寒 精 進
か ん し ょ う じ ん と き：12月21日(日)15時～

ところ：塩新町集落内・塩谷川 問合せ：寒精進保存会・佐藤 52 9341-

前
市
長
の
杵
渕
衛
さ
ん
（
水
沢
）

が
、

全
国
地
区
衛
生
組
織
連
合
会

（財）

長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

杵
渕
さ
ん
は
、
昭
和
六
十
一
年
十

二
月
か
ら
平
成
十
四
年
十
二
月
ま
で

栃
尾
市
公
衆
衛
生
協
議
会
長
を
務
め

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
新
潟
県
住

み
よ
い
郷
土
建
設
協
会
の
理
事
を
昭

和
六
十
三
年
度
ま
で
、
平
成
元
年
度

全
国
地
区
衛
生
組
織

連
合
会
長
表
彰

か
ら
は
副
会
長
を
歴
任
。
地
域
住
民

の
健
康
増
進
、
予
防
、
治
療
な
ど
き

め
細
か
い
保
健
活
動
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

佐
藤
勝
さ
ん
（
栄
町
）
は
昭
和
五

十
五
年
、
栃
尾
織
物
工
業
協
同
組
合

役
員
に
就
任
以
来
現
在
ま
で
要
職
を

歴
任
。
こ
の
間
、
同
組
合
理
事
を
二

十
年
間
（
う
ち
理
事
長
を
八
年
間
）

務
め
、
組
合
の
運
営
と
産
地
の
安
定

の
た
め
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

十
一
月
五
日
、
故
・
諸
橋
ヤ
ウ
さ

ん
（
十
一
月
十
五
日
死
亡
）
は
、
新

潟
県
母
子
保
健
推
進
協
議
会
功
労
者

表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

諸
橋
さ
ん
は
、
栃
尾
市
母
子
保
健

推
進
員
と
し
て
、
昭
和
五
十
七
年
六

月
か
ら
、
栃
尾
市
食
生
活
改
善
推
進

委
員
と
し
て
同
年
七
月
か
ら
、
い
ず

れ
も
亡
く
な
ら
れ
る
ま
で
の
二
十
一

年
間
、
母
子
保
健
の
相
談
や
保
健
事

新
潟
県
母
子
保
健
推
進

協
議
会
功
労
者
表
彰

新
潟
県
知
事
表
彰

業
へ
の
参
加
意
識
向
上
な
ど
に
尽
く

さ
れ
ま
し
た
。

か
た
く
り
の
会
（
箕
輪
千
鶴
子
代

表
）
は
、
平
成
三
年
六
月
十
八
日
い

ず
み
苑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

と
し
て
発
足
。
発
足
二
カ
月
後
か
ら

週
二
回
入
所
者
の
風
呂
上
が
り
の
身

支
度
を
整
え
た
り
、
話
し
相
手
や
散

歩
の
付
き
添
い
を
し
た
り
と
積
極
的

に
活
動
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、

納
涼
祭
り
・
新
年
会
な
ど
の
施
設
行

事
に
も
参
加
。
こ
れ
ら
永
年
の
活
動

が
評
価
さ
れ
て
の
受
賞
で
す
。

社
会
福
祉
事
業
功
労
者

知
事
表
彰

佐
藤
昌
子
さ
ん
（
塩
新
町
）
は
昭

和
四
十
一
年
か
ら
現
在
ま
で
三
十
七

年
間
、
椿
和
子
さ
ん
（
栃
堀
）
は
昭

和
四
十
二
年
か
ら
現
在
ま
で
三
十
六

年
間
、
佐
藤
織
江
さ
ん
（
大
町
）
は

昭
和
四
十
七
年
か
ら
現
在
ま
で
三
十

一
年
間
、
保
育
事
業
に
従
事
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
間
、
豊
富
な
経
験
と
責

任
感
で
保
育
事
業
の
発
展
向
上
に
努

め
ら
れ
ま
し
た
。

保
育
事
業
従
事
者
に

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

12
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名
兒
耶
知
昭
さ
ん
（
大
野
町
）

瑞
宝
単
光
章
を
受
章

秋
の
叙
勲
受
章
者
が
発
表
さ
れ
、
元
栃
尾
市
消
防
署
長
の
名
兒
耶
知
昭

さ
ん
が
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

名
兒
耶
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
五
年
五
月
一
日
か
ら
昭
和
三
十
一
年
五
月

三
十
一
日
ま
で
東
京
消
防
庁
に
勤
務
。

昭
和
三
十
一
年
九
月
十
日
に
栃
尾
市

消
防
団
常
備
部
に
入
団
し
、
昭
和
三

十
八
年
四
月
一
日
に
栃
尾
市
消
防
本

部
・
消
防
署
が
設
置
さ
れ
て
以
降
昭

和
五
十
九
年
三
月
三
十
一
日
退
職
す

る
ま
で
、
延
べ
三
十
三
年
あ
ま
り
の

永
き
に
渡
り
、
消
防
人
と
し
て
市
民

の
生
命
、
身
体
、
財
産
の
保
護
の
た

め
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

諸橋ヤウ (大川戸)さんかたくりの会箕輪代表

さ
ん

右
か
ら
佐
藤
昌
子

さ
ん

佐
藤
織
江

さ
ん

椿

和
子

道の駅｢Ｒ290とちお｣

休憩コーナー
◆アメリカンドールとシャドウＢＯＸ展

12／12(金)～24(水)



今
年
の
道
路
除
雪
区
間
は
国
・
県

道
が
一
〇
〇
・
一
　
、
市
道
が
二
一

一
・
八
　
で
、
総
延
長
三
一
一
・
九

　
の
除
雪
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

国
道
・
県
道
は
、
通
勤
な
ど
に
支

障
が
な
い
よ
う
、
主
要
幹
線
や
各
集

落
へ
の
連
絡
路
線
を
優
先
し
て
早
期

に
除
雪
す
る
計
画
で
す
。

市
道
の
除
雪
路
線
は
、
除
雪
す
る

優
先
順
位
に
よ
り
第
一
種
か
ら
第
三

種
ま
で
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
一
種
路
線
…
バ
ス
路
線
、
通
勤
通

学
路
、
集
落
を
結
ぶ
幹
線
道
路

※
全
面
的
に
早
朝
除
雪
を
行
い
、

常
に
通
行
を
確
保
し
ま
す
。

第
二
種
路
線
…
第
一
種
路
線
以
外
の

主
要
な
道
路

※
第
一
種
路
線
の
通
行
を
確
保
し

た
後
、
可
能
な
範
囲
の
除
雪
を

行
い
ま
す
。

第
三
種
路
線
…
生
活
道
路

※
第
一
種
と
第
二
種
路
線
の
通
行

を
確
保
し
た
後
、
地
域
と
協
議

し
て
除
雪
を
行
い
ま
す
。

予
想
外
の
大
雪
な
ど
、
降
雪
状
況

◎
に
よ
り
計
画
ど
お
り
に
除
雪
で
き

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん

の
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
と
県
は
道
路
交
通
確
保
の
た
め

に
、
深
夜
や
早
朝
の
除
雪
体
制
を
と

っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
除
雪
活
動

が
効
率
よ
く
行
え
る
よ
う
、
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

◇
路
上
の
違
法
駐
車
は
、
絶
対
に
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

除
雪
作
業
の
妨
げ
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
冬
期
間
は
市
内
の
ほ
と
ん

ど
の
道
路
が
駐
車
禁
止
に
な
り
ま

す
。

◇
家
庭
の
雪
は
道
路
に
出
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

雪
お
ろ
し
後
の
家
庭
の
雪
は
、

市
や
県
で
は
片
づ
け
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
交
通
の
妨
げ
に
な
ら

な
い
よ
う
、
各
家
庭
で
必
ず
処
理

し
て
く
だ
さ
い
。

◇
除
雪
車
に
近
づ
か
な
い
で
く
だ

さ
い
。

除
雪
車
は
、
大
型
の
た
め
運
転

席
か
ら
見
え
に
く
い
部
分
が
あ
り
、

近
づ
く
こ
と
は
と
て
も
危
険
で
す
。

◇
道
路
沿
い
の
大
切
な
も
の
に
は
赤

布
で
目
印
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

◇
除
雪
で
壊
れ
や
す
い
も
の
に
は
、

防
護
の
処
置
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
除
雪
で
家
の
入
口
が
ふ
さ
が
り
迷

惑
を
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
ル
ー
ル
を
守
っ
た
利
用
を
お
願
い

し
ま
す
。

流
雪
溝
が
整
備
さ
れ
た
地
区
で

は
、
各
水
系
ご
と
に
「
流
雪
溝
対

策
協
議
会
」
を
結
成
し
、
地
区
ご

と
に
利
用
時
間
を
決
め
て
い
ま
す
。

ル
ー
ル
が
守
ら
れ
な
い
と
雪
が
詰

ま
っ
て
水
が
あ
ふ
れ
る
な
ど
、
冬

期
の
水
害
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

雪
は
細
か
く
し
て
入
れ
る
、
決

め
ら
れ
た
時
間
に
利
用
す
る
な
ど

の
心
づ
か
い
で
、
流
雪
溝
の
機
能

を
最
大
限
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

◇
流
雪
溝
の
ふ
た
は
必
ず
閉
じ
て
く

だ
さ
い
。

流
雪
溝
の
利
用
も
、
慣
れ
て
く

る
と
つ
い
注
意
を
怠
り
が
ち
で
す
。

お
こ
た

転
落
事
故
は
死
に
つ
な
が
り
ま
す
。

作
業
の
休
憩
時
や
終
了
時
に
は
、

必
ず
ふ
た
を
閉
じ
て
く
だ
さ
い
。

◎
除
雪
車
が
、
流
雪
溝
の
ふ
た
を
引

っ
掛
け
て
破
損
す
る
事
故
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
ふ
た
は
完
全
に
閉

じ
て
く
だ
さ
い
。

歩
行
者
の
安
全
の
た
め
に
、
通
学

路
を
中
心
に
歩
道
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
こ
の
歩
道
を
冬
期
間
で
も
安
心

し
て
通
れ
る
よ
う
に
、
歩
道
除
雪
を

行
っ
て
い
ま
す
。

除
雪
区
間
の
延
長
は
国
・
県
道
が

一
一
・
二
　
、
市
道
が
八
・
七
　
で
、

総
延
長
で
は
一
九
・
九
　
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

問
合
せ

▽
市

道
…
栃
尾
市
役
所
建
設
課

52

▽
国
・
県
道
…
長
岡
土
木
事
務
所

38

15
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今
年
の
と
ち
お
の

体
制

除
雪

〜
除
雪
と
流
雪
溝
の
利
用
に
協
力
を
〜

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ
ず
か
に
な
り
ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ
冬
の
季
節
の
到
来
で
す
。

市
と
県
は
、
道
路
除
雪
を
中
心
と
し
た
雪
対
策
に
最
善
の
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
雪
国
の
冬
を
快

適
に
過
ご
す
に
は
、
市
民
総
ぐ
る
み
の
協
力
に
よ
る
ス
ム
ー
ズ
な
雪
処
理
が
大
切
で
す
。
皆
さ
ん
の
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

主
要
幹
線
は
早
朝
除
雪

除
雪
作
業
に
協
力
を

流
雪
溝
の
有
効
利
用

歩

道

も

除

雪

優良運転者の免許更新に

バスを運行します
出発日・対象：12月24日(水)９時…１月24日までの免許更新者 負担金：往復1,000円

出発場所：栃尾警察署バス停 申込み：出発日の２日前までに交通安全協会 52 5213-

‐
５
８
２
５

‐
2
6
2
1

二
十
九
団
体
約
六
百
人
の
選
手
が

参
加
し
た
大
会
で
、
栃
尾
市
剣
道
連

盟
が
総
合
優
勝
し
ま
し
た
。

【
団
体
戦
】

優
勝

高
校
女
子
の
部

小
浦
方
志
織
（
新
栄
町
）

先
鋒

千
野

真
澄
（

中

）

次
鋒

惣
角

美
紀
（
入
塩
川
）

中
堅

嘉
代

茜
（
入
塩
川
）

副
将

野
澤
亜
季
姫
（
原

町
）

大
将

佐
藤

舞
子
（
本

所
）

補
員

優
勝

高
校
男
子
の
部

三
本

将
太
（
一
之
貝
）

先
鋒

吉
原

祐
輔
（
二
日
町
）

次
鋒

渡
辺

泰
裕
（
葎

谷
）

中
堅

吉
原
慎
太
郎
（
二
日
町
）

副
将

三
本

雄
樹
（
一
之
貝
）

大
将

外
山

幹
也
（
小

貫
）

補
員

３
位

歳
以
上
の
部

36

吉
原

芳
文
（
二
日
町
）

先
鋒

原
田

一
（
見
附
市
）

次
鋒

星

日
出
生
（
上
樫
出
）

中
堅

外
山

弘
作
（
小

貫
）

副
将

小
浦
方
秀
樹
（
新
栄
町
）

大
将

【
個
人
戦
】

高
校
女
子
の
部

小
浦
方
志
織
（
新
栄
町
）

優
勝

歳
代
の
部

40

星

日
出
生
（
上
樫
出
）

３
位

第

回
新
潟
県
剣
道
大
会

52

／

吉
田
町

10

26

歳
以
上
の
部

60

猪
俣

良
男
（
北
荷
頃
）

３
位

五
月
八
日
か
ら
二
ブ
ロ
ッ
ク
に
分

か
れ
戦
っ
た
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
親
善
リ
ー
グ
戦
の
優
勝
決
定
戦
・

三
位
決
定
戦
が
十
月
十
六
日
、
総
合

体
育
館
で
行
わ
れ
六
カ
月
間
の
熱
戦

に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

上
の
原
ク
ラ
ブ

優

勝

マ
マ
レ
モ
ン

２

位

栃

堀

３

位

あ
か
ね

敢
闘
賞

第

回
家
庭
婦
人
バ
レ
ー

12
ボ
ー
ル
親
善
リ
ー
グ
戦

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
と
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
主
催
の
大
会
に
十

六
チ
ー
ム
九
十
二
人
が
参
加
し
、
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
楽
し
み
な
が
ら
プ
レ
ー

し
て
い
ま
し
た
。

Ｙ
Ｓ
Ｇ
寺
泊
Ｂ

優
勝

Ｙ
Ｓ
Ｇ
寺
泊
Ａ

２
位

て
ま
り
（
栃
尾
市
）

３
位

千
手
米
百
表
（
長
岡
市
）

十
一
月
六
日
、
と
ち
お
米
コ
シ
ヒ

カ
リ
共
進
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
、
冷
夏
の
た
め
刈
り
取
り
が

例
年
に
比
べ
遅
れ
、
同
日
行
っ
た
も

の
で
す
。

最
優
秀
賞
（
新
潟
県
知
事
賞
）

金
井

登
さ
ん
（
宮

沢
）

栃
尾
市

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

／

総
合
体
育
館

11

23

第

回
栃
尾
市
農
業
ま
つ
り

29
と
ち
お
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
共
進
会

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
市
議
会

議
員
お
よ
び
市
長
な
ど
特
別
職
の
期

末
手
当
（
ボ
ー
ナ
ス
）
を
〇
・
二
カ

月
分
減
額
し
ま
し
た
。

ま
た
職
員
の
給
与
を
一
・
〇
七
パ

ー
セ
ン
ト
引
き
下
げ
、
期
末
手
当
の

年
間
支
給
率
を
〇
・
二
五
カ
月
分
減

主
な
審
議
結
果

市
議
会
議
員
報
酬
、
特
別

職
の
給
与
、
職
員
の
給
与

を
引
き
下
げ
ま
し
た

額
し
ま
し
た
。

こ
の
改
正
は
、
四
月
に
さ
か
の
ぼ

っ
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

専
決
処
分
を
行
っ
た
、
公
共
土
木

施
設
災
害
復
旧
事
業
の
補
助
内
示
に

伴
う
復
旧
の
費
用
、
衆
議
院
解
散
に

伴
う
衆
議
院
選
挙
費
に
つ
い
て
承
認

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
一
般
会

計
の
総
額
は
、
百
二
十
八
億
五
千
九

百
五
十
九
万
九
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

予
算
補
正
に
か
か
わ
る
専

決
処
分
を
承
認

14
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優勝の上の原クラブ２位のママレモン

３位の栃堀

市議会の動き
臨 時 会

提案理由を説明する外山助役

平
成
十
五
年
第
七
回
市
議
会
臨
時
会
が
、
十
一
月
二
十
七
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

予
算
補
正
に
か
か
わ
る
専
決
処
分
の
承
認
、
栃
尾
市
議
会
議
員
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
、
議
案
四
件
が

審
議
さ
れ
全
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

栃堀そばまつり と き：12月14日(日)11時～
ところ：ふるさと交流会館(栃堀)

問合せ：栃堀区事務所
52 3521-



金
網
ス
ト
ー
ブ
は
、
ガ
ス
の
燃
焼

部
分
に
耐
熱
金
属
製
の
金
網
を
用
い

た
も
の
で
、
こ
の
金
網
を
赤
熱
す
る

こ
と
に
よ
り
暖
房
を
行
う
も
の
で
す
。

古
く
な
っ
て
く
る
と
見
た
目
は
新

し
く
て
も
、
サ
ビ
や
汚
れ
で
不
完
全

燃
焼
を
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

燃
え
方
が
お
か
し
か
っ
た
り
、
嫌

な
臭
い
が
し
て
目
に
し
み
る
と
き
、

金
網
が
赤
く
な
ら
な
か
っ
た
り
、
変

形
や
穴
あ
き
な
ど
の
異
常
が
あ
る
場

合
は
、
不
完
全
燃
焼
を
起
こ
し
て
い

ま
す
。
使
用
を
中
止
し
て
く
だ
さ
い
。

ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
の
器
具
栓
や
部
屋

の
ガ
ス
栓
は
、
い
つ
も
全
開
の
状
態

で
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
絞
っ
た
状

態
で
は
暖
房
効
果
が
上
が
ら
な
い
う

え
、
不
完
全
燃
焼
を
起
こ
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

ま
た
ス
ト
ー
ブ
を
使
用
す
る
場
合

は
、
三
十
分
に
一
回
程
度
窓
を
開
け

て
換
気
を
し
て
く
だ
さ
い
。
開
放
で

き
る
窓
の
な
い
部
屋
に
は
、
換
気
扇

な
ど
の
給
排
気
設
備
を
設
け
て
く
だ

さ
い
。

現
在
販
売
さ
れ
て
い
る
ス
ト
ー
ブ

に
は
、
異
常
燃
焼
を
検
知
し
て
自
動

的
に
ガ
ス
を
止
め
る
不
完
全
燃
焼
防

止
装
置
が
付
い
て
い
て
、
一
酸
化
炭

素
中
毒
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

不
完
全
燃
焼
防
止
装
置
が
付
い
て

い
な
い
ス
ト
ー
ブ
は
、
早
め
の
取
り

替
え
を
お
勧
め
し
ま
す
。

ガ
ス
水
道
局

問
合
せ

52

17
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ガ
ス
と
安
全

金
網
ス
ト
ー
ブ
は

早
め
に
取
り
替
え
て
く
だ
さ
い

金
網
ス
ト
ー
ブ
は
、
不
完
全
燃
焼
し
て
い
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

冬
本
番
を
迎
え
る
前
に
ス
ト
ー
ブ
の
点
検
を
行
い
、
重
大
事
故
に
至
ら

な
い
よ
う
不
良
な
ス
ト
ー
ブ
は
早
め
に
取
り
替
え
て
く
だ
さ
い
。

金
網
ス
ト
ー
ブ
と
は

こ
ん
な
と
き
は
要
注
意

時
々
換
気
し
ま
し
ょ
う

不
完
全
燃
焼
防
止
装
置

※赤熱部分に変形・穴あきなどの異常がある場合は、不完全燃焼しています

＜金網ストーブ＞

さ
わ
や
か
な
天
候
の
七
月
す
え
の

昼
下
が
り
。
校
庭
で
、
キ
ョ
ロ
ロ
…

と
も
ヒ
ョ
ロ
ロ
…
と
も
聞
こ
え
る
鳥

の
さ
え
ず
り
が
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
主
は
、
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
で
す
。

か
つ
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
「
生
き
物
地

球
紀
行
」
で
視
聴
し
た
四
万
十
川
の

し

ま

ん

と

が

わ

清
流
で
子
育
て
を
す
る
ア
カ
シ
ョ
ウ

ビ
ン
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

鳴
き
声
は
、
学
校
の
北
側
、
ド
ン

グ
リ
や
ホ
オ
な
ど
の
木
が
茂
る
林
の

方
角
か
ら
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
ア

カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
は
、
渓
流
や
清
流
に

棲
む
カ
ワ
セ
ミ
の
仲
間
で
す
。
こ
の

辺
り
の
環
境
で
は
珍
し
い
事
に
思
え

ま
し
た
。
図
書
を
見
ま
す
と
、
次
の

よ
う
な
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
は
、
夏
鳥
と
し

て
東
南
ア
ジ
ア
や
中
国
か
ら
渡
っ
て

来
ま
す
。
そ
し
て
、
山
に
近
い
落
葉

広
葉
樹
林
に
棲
み
ま
す
。
そ
こ
で
、

朽
ち
木
に
穴
を
空
け
た
り
、
空
洞
に

な
っ
た
り
し
て
い
る
木
の
幹
に
巣
を

つ
く
り
ま
す
。
七
月
ご
ろ
ま
で
が
産

卵
期
で
す
。
餌
は
、
魚
、
サ
ワ
ガ
ニ
、

ト
カ
ゲ
、
カ
エ
ル
、
カ
タ
ツ
ム
リ
な

ど
で
す
。
同
じ
カ
ワ
セ
ミ
科
の
ヤ
マ

セ
ミ
、
カ
ワ
セ
ミ
は
、
清
流
の
水
面

か
ら
深
く
潜
水
し
て
ヤ
マ
メ
や
イ
ワ

ナ
を
捕
獲
し
ま
す
。
一
方
、
ア
カ
シ

ョ
ウ
ビ
ン
は
、
浅
瀬
の
水
面
近
く
で

全
身
を
潜
ら
せ
る
こ
と
な
く
餌
を
捕

獲
し
ま
す
。

校
庭
で
聞
い
た
鳴
き
声
は
、
ア
カ

シ
ョ
ウ
ビ
ン
の
オ
ス
が
メ
ス
を
誘
う

さ
え
ず
り
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
本
物
を
目
に
し
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
全
身
が
朱
色
に
近
い
赤

色
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
炎
の
鳥
」
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

季
節
は
、
い
よ
い
よ
本
格
的
な
冬
。

水
辺
に
は
、
ガ
ン
、
カ
モ
、
ハ
ク

チ
ョ
ウ
な
ど
の
姿
が
目
立
っ
て
き
ま

す
。
た
く
ま
し
い
生
命
力
と
躍
動
感

に
あ
ふ
れ
た
生
態
は
、
生
き
る
こ
と

の
雄
々
し
さ
を
教
え
て
く
れ
る
よ
う

で
す
。
散
歩
の
つ
い
で
に
近
く
の
川

や
水
辺
に
注
目
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

下
塩
小
学
校

源
川

正

栃
尾
の
自
然
を
訪
ね
て

159

〜
水
辺
の
野
鳥
〜

〈
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
〉枝の上で獲物を狙う

アカショウビン

毎週火曜日午後７時まで
証明書発行業務などを実施中

ところ：市役所２階 市民課・税務課の窓口

問合せ：市民課 52 5835,税務課 52 5837- -

‐
5
8
2
6

地
方
自
治
法
第
二
百
四
十
三
条
の

三
第
一
項
お
よ
び
栃
尾
市
財
政
状
況

の
公
表
に
関
す
る
条
例
に
よ
り
、
平

成
十
五
年
度
上
期
（
四
月
一
日
か
ら

九
月
三
十
日
ま
で
）
の
財
政
状
況
を

公
表
し
ま
す
。

平
成
十
五
年
度
の
一
般
会
計
当
初

予
算
額
は
百
二
十
三
億
六
千
万
円
で
、

そ
の
後
三
回
の
予
算
補
正
と
十
四
年

度
の
繰
越
明
許
費
な
ど
を
加
え
、
九

月
末
現
在
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
は

百
三
十
二
億
九
千
三
百
六
十
八
万
九

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
で
は
予
算
総
額
に
対
し
、

収
入
済
額
は
五
十
二
億
七
千
六
百
四

十
五
万
一
千
円
で
、
予
算
総
額
に
占

め
る
割
合
は

・
７
％
。
ま
た
、
支

39

出
済
額
は
五
十
三
億
一
千
五
百
七
十

二
万
四
千
円
で
、
支
出
割
合
は

・
40

０
％
で
す
。
科
目
別
の
予
算
額
と
収

入
・
支
出
済
額
は
グ
ラ
フ
の
と
お
り

で
す
。

16
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平
成
十
五
年
度
予
算
の
執
行
状
況

（
平
成
十
五
年
九
月
三
十
日
現
在
）

一般会計市債現在高

市 有 財 産

特 別 会 計 市税の収納状況

企 業 会 計

会 計 名 区分 金 額
収 益 2億3,799万1 円千

ガ ス 事 業 費 用 1億9,650万2 円千
利 益 4,148万8 円千
収 益 2億2,920万0 円千

上水道事業 費 用 1億4,949万3 円千
利 益 7,970万7 円千

会 計 名 区 分 金 額
予算現額 17億1,191万6 円千
収入済額 7億8,353万7 円国民健康保険事業 千
支出済額 7億2,428万7 円千
予算現額 26億5,514万5 円千
収入済額 11億9,048万5 円老人保健医療 千
支出済額 11億9,990万8 円千
予算現額 12億2,013万0千円
収入済額 2億7,993万7 円下水道事業 千
支出済額 4億6,508万3 円千
予算現額 3億0,794万9 円千
収入済額 6,275万5 円簡易水道事業 千
支出済額 8,649万1 円千
予算現額 120万3 円千
収入済額 454万4 円工業団地造成事業 千
支出済額 0 円千
予算現額 8,324万0 円千
収入済額 1億7,432万4 円農業集落排水事業 千
支出済額 3,140万3 円千
予算現額 15億4,830万7 円千
収入済額 6億2,890万3 円介護保険事業 千
支出済額 5億7,381万1 円千
予算現額 2,444万3 円千
収入済額 1,154万8 円介護支援事業 千
支出済額 1,050万1 円千

区 分 現 在 高 等
土 地 1,339,263㎡
建 物 122,162㎡
有価証券出資等 4億4,599万9千円
積 財政調整基金 12億1,542万7千円
立 減 債 基 金 8億2,163万6千円
金 その他目的基金 14億7,557万6千円
土地開発基金現在高 6億1,488万1千円

借 入 先 現 在 高
財 務 省 56億8,655万0千円
総 務 省 37億3,121万4千円
公営企業金融公庫 8億4,408万9千円
市 中 銀 行 等 16億0,194万5千円
共 済 組 合 等 3,903万7千円
新 潟 県 1億0,912万7千円
合 計 120億1,196万2千円

構成比科 目 収入済額
市 民 税 2億6,198万4千円 30.8
固定資産税 4億8,579万2千円 57.0
軽自動車税 5,129万6千円 6.0

5,302万2千円 6.2市町村たばこ税
0千円 0.0特別土地保有税

入 湯 税 4万6千円 0.0
合 計 8億5,214万0千円 100.0

予

算

総

額

毎週日曜日
住民票・印鑑登録証明書を発行

と き：毎週日曜日の９時～17時

ところ：文化センター１階公民館 問合せ：市民課 52 5835-
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そ
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他 

国
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諸
　

　
収
　

　
入 

分
担
金
及
び
負
担
金 

市
　
　
　
　
債 

繰
　

　
入
　

　
金 

2,500,000 

2,000,000 

1,500,000 

1,000,000 

500,000 

（千円） 

6
億
０
、２
４
６
万
円（
３
億
５
、７
９
２
万
円
） 

10
億
４
、６
３
７
万
円（
２
億
８
、５
３
８
万
円
） 

６
億
０
、９
５
２
万
円（
１
億
２
、４
６
７
万
円
） 

13
億
１
、９
９
４
万
円（
５
、６
８
１
万
円
） 

２
億
０
、２
４
６
万
円（
４
、８
７
４
万
円
） 

21
億
９
、３
７
０
万
円（
３
、６
６
０
万
円
） 

13
億
３
、７
３
０
万
円（
０
円
） 

16
億
２
、４
０
０
万
９
千
円（
８
億
５
、２
１
４
万
円
） 

４
億
２
、７
９
２
万
８
千
円（
５
億
１
、１
１
６
万
円
） 

6
億
０
、２
４
６
万
６
千
円（
３
億
５
、７
９
１
万
９
千
円
） 

10
億
４
、６
３
６
万
８
千
円（
２
億
８
、５
３
７
万
９
千
円
） 

６
億
０
、９
５
１
万
５
千
円（
１
億
２
、４
６
６
万
９
千
円
） 

13
億
１
、９
９
３
万
９
千
円（
５
、９
７
３
万
２
千
円
） 

２
億
０
、２
４
６
万
４
千
円（
４
、８
７
４
万
６
千
円
） 

21
億
９
、３
７
０
万
円（
３
、６
６
０
万
円
） 

13
億
３
、７
３
０
万
円（
０
円
） 

２
億
６
、１
９
２
万
円（
１
億
２
、９
２
９
万
円
） 

３
億
８
、５
０
１
万
円（
１
億
６
、８
２
５
万
円
） 

８
億
７
、２
３
７
万
円（
１
億
８
、２
８
４
万
円
） 

10
億
０
、８
８
７
万
円（
４
億
２
、６
０
８
万
円
） 

15
億
４
、０
７
３
万
円（
４
億
８
、８
８
４
万
円
） 

19
億
２
、８
１
２
万
３
千
円（
６
億
８
、９
８
６
万
４
千
円
） 

21
億
８
、１
７
９
万
４
千
円（
５
億
５
、７
４
６
万
８
千
円
） 

17
億
６
、６
７
６
万
６
千
円（
７
億
０
、０
４
９
万
３
千
円
） 

18
億
５
、８
６
９
万
円（
８
億
８
、６
５
０
万
７
千
円
） 

39
億
３
、０
０
０
万
円（
30
億
０
、０
１
０
万
６
千
円
） 

14
億
８
、９
４
１
万
７
千
円（
10
億
８
、６
０
８
万
６
千
円
） 

16
億
２
、４
０
０
万
９
千
円（
８
億
５
、２
１
４
万
円
） 

４
億
２
、７
９
２
万
８
千
円（
５
億
１
、１
１
６
万
円
） 

6
億
０
、２
４
６
万
６
千
円（
３
億
５
、７
９
１
万
９
千
円
） 

10
億
４
、６
３
６
万
８
千
円（
２
億
８
、５
３
７
万
９
千
円
） 

６
億
０
、９
５
１
万
５
千
円（
１
億
２
、４
６
６
万
９
千
円
） 

13
億
１
、９
９
３
万
９
千
円（
５
、９
７
３
万
２
千
円
） 

２
億
０
、２
４
６
万
４
千
円（
４
、８
７
４
万
６
千
円
） 

21
億
９
、３
７
０
万
円（
３
、６
６
０
万
円
） 

13
億
３
、７
３
０
万
円（
０
円
） 

21
億
８
、１
７
９
万
円（
５
億
５
、７
４
７
万
円
） 

２
億
６
、１
９
２
万
円（
１
億
２
、９
３
０
万
６
千
円
） 

３
億
８
、５
０
０
万
７
千
円（
１
億
６
、８
２
４
万
５
千
円
） 

８
億
７
、２
３
６
万
９
千
円（
１
億
８
、２
８
３
万
６
千
円
） 

10
億
０
、８
８
７
万
円（
４
億
２
、６
０
７
万
９
千
円
） 

15
億
４
、０
７
３
万
３
千
円（
４
億
８
、８
８
４
万
円
） 

２
億
６
、１
９
２
万
円（
１
億
２
、９
３
０
万
６
千
円
） 

３
億
８
、５
０
０
万
７
千
円（
１
億
６
、８
２
４
万
５
千
円
） 

８
億
７
、２
３
６
万
９
千
円（
１
億
８
、２
８
３
万
６
千
円
） 

10
億
０
、８
８
７
万
円（
４
億
２
、６
０
７
万
９
千
円
） 

19
億
２
、８
１
２
万
３
千
円（
６
億
８
、９
８
６
万
４
千
円
） 

21
億
８
、１
７
９
万
４
千
円（
５
億
５
、７
４
６
万
８
千
円
） 

15
億
４
、０
７
３
万
３
千
円（
４
億
８
、８
８
４
万
円
） 

17
億
６
、６
７
６
万
６
千
円（
７
億
０
、０
４
９
万
３
千
円
） 

18
億
５
、８
６
９
万
円（
８
億
８
、６
５
０
万
７
千
円
） 

39
億
３
、０
０
０
万
円（
30
億
０
、０
１
０
万
６
千
円
） 

14
億
８
、９
４
１
万
７
千
円（
10
億
８
、６
０
８
万
６
千
円
） 

｝ ｝ 予算 収入・支出済分で（　）の数字その金額 

歳　出 
予算現額　130億3,177万円 
支出済額　051億8,643万円 
支出割合　39.7％ 

予算現額　132億9,368万9千円 
支出済額　053億1,572万4千円 
支出割合　39.9％ 

予算現額　132億9,368万9千円 
支出済額　053億1,572万4千円 
支出割合　40.0％ 〔 〕 

歳　入 
予算現額　132億9,368万9千円 
収入済額　052億7,645万1千円 
収入割合　39.7％ 〔 〕 



１
月

日

競
技
９
時
〜

と

き

25

（日）

総
合
体
育
館

と
こ
ろ

小
学
生
男
子
・
女
子
の
部

種

別

市
内
在
住
の
小
学
４
〜
６

対

象
年
生
（
原
則
）原

則
と
し
て
町
内

チ
ー
ム
編
成

（
行
政
区
）
単
位

１
月

日

申
込
み
・
問
合
せ

13

（火）
17

時
ま
で
に
総
合
体
育
館
内
大
会
事

第

回
少
年
少
女

23
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

務
局
・

‐
５
５
７
１

52
月

日

９
時
〜

時

と

き

12

20

（土）

12

分
30

市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

と
こ
ろ

小
学
生
以
上

対

象

人
（
先
着
順
）

定

員

30五
百
円(

お
や
つ
代
な
ど)

参
加
費

月

日

か

申
込
み
・
問
合
せ

12

11

（木）

あ
そ
び
じ
ゅ
く

年
末
お
楽
し
み
会

広報掲載の写真のネガをお貸しします 行政管理課 52 2175-

№ 求 人 職 種 事 業 内 容 勤務地 人数 年齢 賃　金 勤務時間 備　考

1 介護員　　　　　介護サービス業 平　　 1 不問
127,000～
155,000

8:00～18:00
9:00～18:00

２級ホームヘルパー
（№ 444831）

2 タクシ－運転手　旅客運送業 大　町　 1 20～
180,000～
230,000

7:30～16:30
8:00～18:00

２種普通免許
（№ 443031）

3 菓子製造販売　　菓子製造販売 旭　町　 1 18～30
123,200～
132,000

8:30～17:30 （№ 442131）

4 介護支援専門員　介護サービス業 下樫出　 1 不問
187,200～
208,000

8:30～17:30 介護支援専門員（№ 439431）

5 営業　　　　　　織物業 泉　　 3 18～34
150,000～
180,000

9:00～18:00 （№ 438531）

6 左官工　　　　　土木工事業 天下島　 1 ～35
192,000～
300,000

8:00～17:30 （№ 435031）

7 介護支援専門員　介護サービス業 平　　 1 25～45
170,000～
280,000

9:00～18:00
１種普通免許

（№ 405731）

8 看護員　　　　　介護サービス業 平　　 6 25～55
170,000～
280,000

8:00～18:00
9:00～18:00

看護師
（№ 406331）

9
一般事務・経
理・パソコン

IT関連事業 新栄町　 1 18～
180,000～
220,000

9:00～18:30
１種普通免許

（№ 407631）

10
インターネット
プロバイダ

IT関連事業 新栄町　 1 18～
180,000～
250,000

9:00～18:30 （№ 408931）

11 薬剤師　　　　　調剤薬局 新栄町　 1 23～40
230,000～
430,000

8:45～18:45
薬剤師

（№ 409131）

12 品質管理　　　　通信機器製造業 滝の下町　 1 ～40
180,000～
246,000

9:00～18:00 （№ 411231）

13 生産技術　　　　　自動車部品製造業 北荷頃　 1 18～35
148,000～
170,000

8:00～17:00 （№ 412531）

14 ダンプオペレーター　　　 土木工事業 人　面　 1 30～45
200,000～
230,000

8:00～17:00
１種大型免許

（№ 414731）

15 縫製及び裁断スタッフ　　 縫製業 大野町　 1 18～50
119,600～
156,400

8:20～17:20 （№ 415331）

16 検品作業員　　　織物業 東　町　 1 不問
119,600～
150,000

9:00～18:00 （№ 416631）

17 織布工　　　　　織物業 仲子町　 2 30～50
153,000～
180,000

5:00～13:30
13:30～22:00

（№ 417931）

18 織機調整工　　　織物業 仲子町　 1 30～50
194,000～
234,500

5:00～13:30
13:30～22:00

（№ 418131）

19 油揚げ製造工　　食品製造業 人　面　 2 18～50
124,800～
153,600

8:00～17:00 （№ 427031）

20 看護師　　　　　病院 新栄町　 2 22～55
160,000～
200,000

8:30～18:30
看護師

（№ 403531）

21 外注管理　　　　縫製業 平　　 1 18～40
117,000～
148,500

8:35～17:00
１種普通免許

（№ 399531）

22 グラフィックデザイン IT関連事業 新栄町　 1 18～
180,000～
300,000

9:00～18:30
１種普通免許

（№ 396031）

23 デリバリー要員　織物業 小　貫　 1 20～45
114,400～
114,400

8:30～18:00 （№ 391731）

24 建築現場管理者　管工事業 大野町　 1 20～35
190,000～
265,000

8:00～17:30
管工事施工管理技士

（№ 395131）

25 清掃及び雑務　　旅館 小　貫　 1 ～55
99,000～
105,600

8:30～11:30
14:00～17:00

（№ 390431）

26
重機オペレータ
ー　　　　

土木工事業 赤　谷　 1 30～50
200,000～
250,000

8:00～17:00
車両系（基礎工事用）

（№ 394931）

27 修正技術員　　　織物業 栄　町　 1 16～40
155,000～
160,000

8:30～17:30 （№ 388031）

28 生産技術　　　　通信機器製造業 滝の下町　 1 25～35
170,000～
300,000

8:00～16:50 （№ 361931）

29 設計　　　　　　通信機器製造業 滝の下町　 2 25～35
190,000～
320,000

9:00～18:00 （№ 362131）

30
縫製生産管理員
（工場長候）

織物業 新栄町　 1 25～45
180,000～
280,000

8:10～17:00 （№ 363031）

31 薬剤師　　　　　調剤薬局 栄　町　 1 22～50
240,000～
440,000

8:45～18:00 薬剤師（№ 364831）

32 美容師及び見習い　美容業 本　町　 1 18～35
125,000～
200,000

9:00～18:00
美容師

（№ 365231）

33 美容師　　　　　美容業 表　町　 1 20～35
135,000～
220,000

9:00～18:00
11:00～20:00

美容師
（№ 366531）

34 整備工　　　　　　自動車整備業 栄　町　 1 18～35
140,000～
200,000

8:00～17:00
１種普通免許

（№ 367431）

35 自動車整備士　　自動車整備業 原　町　 2 20～30
165,000～
255,000

8:00～17:00
２級自動車整備士

（№ 368731）

36 ミシンオペレーター　　　 織物業 新栄町　 1 20～50
120,000～
160,000

8:10～17:00 （№ 369331）

37 修整員及び運転手　　　　 織物業 新栄町　 1 20～30
140,000～
170,000

8:10～17:00
１種大型免許

（№ 370131）

38 プレス仕上工　　　縫製業 山田町　 2 18～40
164,008～
204,002

8:15～17:15 （№ 371031）

39 生地品質管理　　縫製業 山田町　 1 20～45
164,008～
204,002

8:15～17:15 （№ 372831）

40 リンキング　　　縫製業 栄　町　 3 18～55
198,714～
154,000

9:00～17:00
9:00～16:00 （№ 373231）

最近の求人情報をお知らせします。
すでに決定済みのこともありますので、面接を希望する場合や情報内
容の詳細については、職安栃尾分室紹介係におたずねください。
《求人情報》 （平成15年11月20日現在）

〈問合せ〉
ハローワーク
長岡公共職業安定所
栃尾分室152－2333

求 人 コ ー ナ ー
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2
1

市
役
所
は

月

日

か
ら
来
年

12

27

（土）

１
月
４
日

ま
で
、
各
施
設
を
含
め

（日）

年
末
年
始
の
休
み
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

○
急
用
の
場
合

休
み
期
間
中
に
死
亡
届
な
ど
の

急
用
が
発
生
し
た
場
合
は
、
市
役

所
当
直
担
当
者
（
市
役
所
１
階
当

直
室
に
常
勤
）
に
届
出
く
だ
さ
い
。

52

○
ガ
ス
・
水
道
の
故
障

ガ
ス
水
道
局
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

時
間
体
制
で
待
機
し
て
い
ま
す
。

24

52

○
清
掃
業
務

ゴ
ミ
収
集
や
、
し
尿
く
み
取
り

な
ど
の
業
務
は
左
の
表
の
よ
う
に

休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
燃
え
る
ゴ
ミ
や
家
庭
か
ら
出
た
廃

家
電
製
品
な
ど
を
、
直
接
楡
原
地

内
の
環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に

持
ち
込
む
人
は
、
左
上
の
表
に
よ

り
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
リ
サ
イ
ク
ル
品
の
収
集
は
、
土
曜

日
の
収
集
区
域
の
み

月

日

12

27

（土）

に
収
集
し
ま
す
。
新
年
は
５
日
（月）

か
ら
収
集
し
ま
す
。

環
境
衛
生
課

‐
２
４
７
７

53

○
し
尿
く
み
取
り
は
お
早
め
に

年
末
に
な
る
と
、
く
み
取
り
業

務
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。
予
定
の

あ
る
人
は
早
め
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▽
ク
リ
ー
ン
栃
尾

０
９
０
‐
２
５

６
７
‐
８
０
６
２

▽
協
和
衛
生
社

‐
３
４
３
２

52

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日

現
在
で
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
を

家
屋
の
異
動
届
は

月

日
ま
で
に

12

26

所
有
し
て
い
る
人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

※

月
末
日
中
に
売
買
契
約
が
結
ば

12れ
て
も
、
所
有
権
移
転
登
記
が
翌

年
の
１
月
以
降
に
な
っ
た
場
合
は
、

新
年
度
の
固
定
資
産
税
は
旧
所
有

者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

適
正
か
つ
公
正
な
課
税
の
た
め
、

次
の
よ
う
な
場
合
は

月

日

ま

12

26

（金）

で
に
税
務
課
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
家
屋
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
取
り

壊
し
た
と
き

▽
登
記
さ
れ
て
い
な
い
家
屋
を
売
買

な
ど
で
所
有
権
を
移
し
た
と
き

▽
家
屋
を
新
築
、
増
築
し
た
と
き

税
務
課
資
産
税
係

届
出
・
問
合
せ

‐
５
８
３
７

52
冬
期
間
は
、
路
面
が
凍
結
し
た
り
、

歩
道
に
雪
が
積
も
っ
て
歩
行
者
が
車

道
を
歩
い
た
り
す
る
な
ど
、
ド
ラ
イ

バ
ー
に
と
っ
て
も
歩
行
者
に
と
っ
て

も
注
意
が
必
要
な
時
期
で
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
車
間
距
離
を
長

く
と
り
、
ま
た
夕
暮
れ
時
に
は
早
め

に
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
て
、
ゆ
と
り
あ

る
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
歩
行

者
は
、
夜
間
の
外
出
時
に
反
射
材
を

着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

交
通
マ
ナ
ー
を
守
り
、
無
事
故
で

一
年
を
締
め
く
く
り
ま
し
ょ
う
。

年
末
の

交
通
事
故
防
止
運
動

月

日

〜

日

期

間

12

11

（木）

31

（水）

｢

ゆ
く
年
を

無
事

ス
ロ
ー
ガ
ン

故
で
し
め
て

来
る
年
へ
」

運
動
の
重
点

　
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
、
特
に

歩
行
中
、
自
転
車
乗
用
中
の
事
故

防
止

　
交
差
点
に
お
け
る
安
全
確
認
の
徹
底

　
飲
酒
運
転
の
追
放

18

|||||| ||||||広報とちお15.12.5

など今月の税金

納期１月５日

国民健康保険税

▲

ガス水道

▲

・下水道料金

おしらせ

各
・
種
・
相
・
談

相
談
は
無
料
で
す

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

□
行
政
相
談

月

日

時
〜

時

12

24

（水）
10

15

市
役
所
別
館
相
談
室
（
２
階
）

□
国
民･

厚
生
年
金
相
談

月

日

時
〜

時

12

17

（水）
10

15

市
役
所
市
民
相
談
室
（
２
階
）

□
家
庭
児
童
相
談

月
曜
日
〜
金
曜
日
９
時
〜

時
16

文
化
セ
ン
タ
ー
相
談
室

□
心
配
ご
と
相
談

毎
週
水
曜
日

時
〜

時

10

15

社
会
福
祉
協
議
会
（
新
栄
町
）

□
青
少
年
問
題
相
談

月
曜
日
〜
金
曜
日
９
時
〜

時
16

文
化
セ
ン
タ
ー
相
談
室

寄付御礼

▼
栃
尾
市
民
ゴ
ル
フ
大
会
（
磯
部
晴
雄
大

会
会
長
）
…
社
会
福
祉
費
寄
付
金
と
し

て
八
万
四
千
円
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次のとおり市に寄付を
いただきました。
ありがとうございました。
(15.9.30～15.10.14)

市
役
所
年
末
年
始
の
休
み

／

〜
１
／
４

12

27
(土)

（日）

◆清掃業務年末年始予定表
クリーンセンタ し尿くみ

ゴミ収集
ー直接持ち込み 取り

休み
12/27 土曜日の収集 午前中のみ受付

午後休み(土) 区域のみ収集

休み 休み 休み
12/28

(日)

収集します
12/29 月曜日の収集 午後４時まで

区域のみ収集 受付(月)
火曜日の収集 午後４時まで 午前中のみ12/30

午後休み(火) 区域のみ収集 受付

休み
12/31 水曜日の収集 午前中のみ受付

午後休み(水) 区域のみ収集

休み 休み 休み
１/１

(木)

休み 休み 休み
１/２

(金)

休み 休み
１/３ 土曜日の収集

区域のみ収集(土)

休み 休み 休み
１/４

(日)

来伝天神合格祈願祭
ＮＨＫテレビで全国放送

12月21日(日)19時20分からの

「クイズ・見ればナットク」で紹介されます

‐
5
8
2
6

‐
2
1
5
1



平成15年

12.18
市役所 年末年始の休み

12月27日(土)～１月４日(日)

市
役
所
は

月

日

か
ら
来
年
１
月
４
日

12

27

（土）

ま
で
、
次
の
表
の
と
お
り
年
末
年
始
の
休
み

（日）と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

休
み
期
間
中
に
死
亡
届
な
ど
の
急
用
が
発

生
し
た
場
合
は
、
市
役
所
当
直
担
当
者
（
市

役
所
１
階
当
直
室
に
常
勤
）
に
届
出
く
だ
さ
い
。

ガ
ス
水
道
局
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

時
間

24

体
制
で
待
機
し
て
い
ま
す
。

○
急
用
の
場
合

‐
２
１
５
１

52

○
ガ
ス･

水
道
の
故
障

‐
５
８
２
６

52

◆清掃業務年末年始予定表
ゴ ミ 収 集 直接持ち込み

午後休み12/27(土) 土曜日の収集区域のみ収集 午前中受付

休 み 休 み12/28(日)

月曜日の収集区域のみ収集 午後４時まで受付12/29(月)

火曜日の収集区域のみ収集 午後４時まで受付12/30(火)

午後休み12/31(水) 水曜日の収集区域のみ収集 午前中受付

休 み 休 み１/１(木)
１/２(金)

休 み１/３(土) 土曜日の収集区域のみ収集

休 み 休 み１/４(日)

◎｢午前中｣は、朝８時30分からお昼の12時までです

ゴ
ミ
収
集
は
、
下
表
の
よ
う
に
休
ま
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

※
燃
え
る
ゴ
ミ
や
家
庭
か
ら
出
た
廃
家
電
製
品

な
ど
を
、
直
接
楡
原
地
内
の
環
境
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
む
人
は
、
下
表
に
よ
り

搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
リ
サ
イ
ク
ル
品
収
集
は
、

月

日

、
土

12

27

（土）

曜
日
の
収
集
区
域
の
み
収
集
。
新
年
の
収
集

は
５
日

か
ら
で
す
。

（月）

◎
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
収
集
…
２
ペ
ー
ジ
参
照

月

日

の
午
前
中
の
み
く
み
取
り
ま
す
。

12

29

（月）

▽
ク
リ
ー
ン
栃
尾

０
９
０
‐
２
５
６
７
‐

８
０
６
２

▽
協
和
衛
生
社

‐
３
４
３
２

52

○
し
尿
く
み
取
り
は
お
早
め
に

○
清
掃
業
務

‐
２
４
７
７

53

□乳幼児健診
保健福祉センター会 場 ▼

（新栄町2-2-23）
午後１時までに集合時 間 ▼

◎１歳６カ月児健診、２歳６カ
月児歯科健診、３歳児歯科健
診では、歯科健診があります
ので健診前に歯を磨いておい
てください。また、希望者に
フッ素塗布を実施します。
※母子手帳、問診票を忘れずに持
参してください。

□予防接種
市民会館２階会 場 ▼

午後１時～１時10分（受付時間）時 間 ▼

種 類 月 日 対象者生年月

15年９･10月ツベルクリン １月27日(火)反応検査
判定・ＢＣＧ 15年９･10月１月29日(木)
※母子手帳は忘れずに持参してください。
※予診票は、必ず記入してきてください。
（体温は会場で測っていただきます）

※別冊の「予防接種と子どもの健康」を必ず読
んできてください。

□総合健康相談、子育て相談
◎赤ちゃんのことからお年寄りのことまで、健康に
ついて相談のある人は、おいでください。

医師、保健師、栄養士、助産師相談担当者 ▼

月 日 会 場 時 間
１月27日(火) 保健福祉センター 午後１時～２時
◎子育てについて相談のある人はおいでください。

保健師、助産師、保育士相談担当者 ▼

月 日 会 場 時 間
１月28日(水) 保健福祉センター 午後１時～３時
※総合健康相談、子育て相談においでになる人は、
事前に保健福祉課まで連絡ください。 52-5836

□心の悩み精神保健相談
１月９日(金）午後２時～３時日 時 ▼

保健福祉センター（新栄町2-2-23）会 場 ▼

長岡健康福祉環境事務所 33-4931問合せ ▼

※事前に予約ください。

健 診 名 月 日 対象者生年月
４ カ 月 児 健 診 １月13日(火) 15年９月生まれ
７ カ 月 児 健 診 １月９日(金) 15年5･6月生まれ
１歳６カ月児健診 １月８日(木) 14年７月生まれ

１月21日(水) 13年７月生まれ２歳６カ月児歯科健診
３歳児歯科健診 １月21日(水) 13年１月生まれ
３ 歳 児 健 診 １月14日(水) 12年11月生まれ

くん大� 雅也
ま さ や

（天下島）
12月10日
３歳児

健診会場で

施

設

名

年
末
年
始
の
休
み

市
役
所
お
よ
び
各
施
設

／

〜
１
／
４

12

27

３

美
術
館
、
お
り
な
す

／

〜
１
／

12

28

３

市
民
会
館
、
総
合
体
育
館
、

／

〜
１
／

12

29

文
化
セ
ン
タ
ー
、
図
書
室

人口 ２４,５６７人 男 １２,０１４人 女 １２,５５３人 世帯数 ７,３７５
市のようす

11月末現在

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
年
中
無
休
）

新
潟
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ

ー
は
、
中
高
年
の
人
に
役
立
つ
い
ろ

い
ろ
な
情
報
を
、
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ

ス
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

・
０
２
５
‐
２
８
１
‐
５
５
５
０

１
月
４
日
ま
で

冬
の
風
邪
に
気
を
つ
け
て

月
５
日
〜

日

１

18

乾
燥
肌
を
防
い
で
美
し
い
肌
を

保
ち
ま
し
ょ
う

月

日
〜

日

１

２
月
２

19
確
定
申
告
で
税
金
が
戻
る
場
合

◆
よ
ろ
ず
相
談

お
年
寄
り
のよ

ろ
ず
相
談

お
年
寄
り
や
家
族
が
抱
え
る
悩
み

ご
と
・
心
配
ご
と
の
相
談
を
、
無
料

で
お
受
け
し
て
ま
す
。

０
２
５
‐
２
８
５
‐
４
１
６
５

・◎
相
談
日
程

新
潟
県
経
営
者
協
会
で
は
、
新

（社）
潟
労
働
局
の
委
託
事
業
に
よ
り
当
セ

ン
タ
ー
を
本
年
３
月
に
開
設
し
ま
し

た
。「

起
業
・
創
業
に
関
す
る
各
種
セ

ミ
ナ
ー
」
や
「
求
職
者
と
の
起
業
・

創
業
に
関
す
る
相
談
会
」
な
ど
の
ほ

か
、
税
理
士
な
ど
の
専
門
相
談
員
に

よ
る
相
談
や
各
種
情
報
提
供
を
無
料

に
い
が
た
起
業
・
創
業

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
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長 岡 圏 域
イベント情報
http://www.kouiki.nagaoka.niigata.jp

【長岡市】
アンサンブル・リリック弦楽コンサート▽

１月11日(日)開演14時と き
リリックホールところ

ベストオブクラシック公開録音▽

＜ＮＨＫ－ＦＭ＞
１月23日(金)開演未定と き
リリックホールところ
長岡市芸術文化振興財団・29-7715問合せ

【小千谷市】
浅原神社除夜の花火▽

12月31日(水)23:45～と き
浅原神社境内(片貝町)ところ
片貝支所・84-2026問合せ

【出雲崎町】
獅子舞▽

１月２日(金)・３日(土)と き
海岸地区ところ

飴舞▽

１月11日(日)と き
海岸地区ところ
企画振興課・78-2291問合せ

【山古志村】
スキー子どもの日▽

１月18日(日)9:00～17:00と き
古志高原スキー場ところ
教育委員会・59-2339問合せ

年
賀
状
な
ど
の
挨
拶
状
や

政
治
家
の

さ
れ
て
い
ま
す

寄
付
は
禁
止

年
末
年
始
は
、
お
歳
暮
や
お
年
賀

な
ど
贈
り
物
の
多
く
な
る
季
節
で

す
。
し
か
し
、
政
治
家
と
有
権
者
の
間

で
は
、
話
は
別
で
す
。

政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
対

し
、
答
礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ
る
も
の

を
除
き
、
年
賀
状
・暑
中
見
舞
状
な
ど

の
あ
い
さ
つ
状
を
出
す
こ
と
、
金
や
物

を
贈
る
こ
と
は
、
公
職
選
挙
法
で
禁
じ
ら

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
有
権
者
が
寄
付
を
求
め
る

こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
金
の

政
治
の
た

め
に
、
年
賀
状
の
欠
礼
に
理
解
と

寄
付
禁
止
の
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し

ょ
う
。

相談種別 相談時間 相談日
よろず相談 9 00～17 00 毎週月～金曜日: :
専門相談(事前に予約が必要です)

毎週月曜日
法 律 13 30～16 00: :

第４木曜日
医 療 13 30～15 30 第１水曜日: :
痴 呆 14 00～16 00 第３水曜日: :
公的年金･保険 13 30～15 30 第１火曜日: :
税 金 10 00～12 00 第２金曜日: :
健康・介護 10 00～16 00 第２木曜日: :
※12月29日(月)の法律相談は休みます

死者 傷者交通事故
11月 6件

15年累計 58件

1 人

2 人

5人

60人

～｢飲んだら乗るな 乗るなら飲むな ｣！ ！

～栃尾市から飲酒運転を追放しましょう!



市
内
に
在
住
、
ま
た
は
勤

対

象
務
・
通
学
し
て
い
る
小
学
生
以
上

の
人

部

門
第
１
部
…
小
学
生
の
部

第
２
部
…
中
学
生
の
部

第
３
部
…
高
校
生･

一
般
の
部

出
品
方
法
・
規
格

①
出
品
は
一
人
一
点
と
す
る

②
小･

中
学
生
の
部
は
半
切
四
分

の
一
以
内
（
約
縦

㎝
×
横

68

17

㎝)

、
高
校
生･

一
般
の
部
は
半

切
（
約
縦

㎝
×
横

㎝
）
で
、

135

35

裏
打
ち
し
た
表
装
か
仮
巻
き
、

ま
た
は
額
装

③
題
材
、
書
体
は
自
由
。
た
だ
し
、

高
校
生･

一
般
の
部
は
出
品
票

と
釈
文
票(

公
民
館
で
用
意)

を

つ
け
る

④
作
品
に
は
氏
名
を
記
入
の
こ
と

(

受
付
場
所

公
民
館)

搬
入
・
受
付

小･

中
学
生
の
部
…
学
校
で
ま
と

め
て
出
品

高
校
生･

一
般
の
部
…
１
月

日
20

８
時

分
〜

時

（火）

30

20

無

料

出
品
料

優
秀
作
品
に
は
特
別
賞
、

表

彰
奨
励
賞
ほ
か
各
賞
を
授
与
し
ま
す
。

１
月

日

〜
２
月

日

展

示

29

（木）

12

文
化
セ
ン
タ
ー
１
階
展
示
室

（木） 市
民
書
き
初
め
展

作
品
募
集

公
民
館
・

‐
２
０
２
０

問
合
せ

52

１
月

日

９
時
受
付

と

き

18

（日）

文
化
セ
ン
タ
ー
２
階
和
室

と
こ
ろ

高
校
生
以
上

対

象

新
年
お
よ
び
当
季
雑
詠
３

投

句
句
（
未
発
表
作
品
に
限
る
）

千
円

投
句
料

１
月

日

ま

申
込
み
・
問
合
せ

13

（火）

で
に
投
句
料
を
添
え
て
公
民
館
・

‐
２
０
２
０

52
Ａ｢

お
正
月
を
わ
い
わ
い
あ
そ
ぼ
う｣

Ｂ｢

冬
の
あ
そ
び
特
集｣

Ａ
…
１
月
７
日

８
時

と

き

（水）

分
〜

時
、
Ｂ
…
１
月

日

45

13

17

９
時
〜

時

分

（土）

12

30

Ａ
…
お
り
な
す
、
Ｂ
…

と
こ
ろ

皆
楽
荘

※
い
ず
れ
も
文
化
セ
ン
タ
ー
前
集

合
・
解
散小

学
生
以
上

対

象

各
コ
ー
ス

人
（
先
着

定

員

50

教
室
・
講
座

⑪

あ
そ
び
じ
ゅ
く

第

回
新
春
俳
句
会

21

順
）

Ａ
…
百
円(

保
険
料
な

参
加
費

ど)

、
Ｂ
…
二
百
円
（
保
険
料

・
お
や
つ
代
）

昼
食
、
飲
み
物
（
Ｂ
コ
ー

持
ち
物

ス
は
雪
あ
そ
び
が
で
き
る
服
装
）

月

日

か

申
込
み
・
問
合
せ

12

24

（水）

ら
参
加
費
を
添
え
て
公
民
館
・
52

‐
２
０
２
０

１
月

日

・

日

９

と

き

17

（土）

18

（日）

時

分
集
合
（
日
帰
り
）

30

と
ち
お
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ

と
こ
ろ

ー
場

市
内
に
在
住
・
在
勤
の
小

対

象
学
生
以
上
で
２
日
間
参
加
で
き
る

人

人
（
先
着
順
）

定

員

30▽
小
学
生
…
千
五
百
円
▽

参
加
費

中
学
生
以
上
…
四
千
円
（
２
日
間

の
リ
フ
ト
代
、
保
険
料
な
ど
）

※
シ
ー
ズ
ン
券
保
有
者
は
千
円

▽
現
地
集
合
・
解
散
▽
ス

そ
の
他

キ
ー
用
具
、
昼
食
、
着
替
え
な
ど

は
各
自
用
意
▽
用
具
は
、
ア
ル
ペ

ン
用
と
す
る
▽
降
雪
の
状
況
に
よ

り
変
更
、
中
止
す
る
場
合
あ
り

１
月
５
日

か

申
込
み
・
問
合
せ

（月）

ら
９
日

ま
で
に
参
加
費
を
添
え

（金）

て
総
合
体
育
館
・

‐
５
５
７
１

52

市
民
ス
キ
ー
教
室
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１
月

日

と

き

14

（水）
10

時
〜

時

分
・

時

12

30

13

分
〜

時

分

30

15

30

市
民
会
館

と
こ
ろ

※

・

献
血
に
協

200
ml

400
ml

力
く
だ
さ
い保

健
福
祉
課
・

問
合
せ‐

５
８
３
６

52

年
中
無
休(

大
晦

と

き
日
、
元
旦
は
休
み)

９
時

分
〜

時

30

17長
岡
市
喜
多
町

と
こ
ろ

１
１
１
３
‐
１

※
成
分
献
血
に
協
力
く
だ

さ
い

０
１
２
０
‐

問
合
せ

ﾌﾘｰ

０
５
６
３
３
９

｢

は
た
ち
の
献
血｣
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

新
た
に
成
人
式
を
迎
え
る
「
は
た
ち
」
の
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
１
月
１
日
か
ら
２
月

日
ま
で
全
国
一
斉
に
、
「
は

29

た
ち
の
献
血
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
ま
す
。

血
液
は
人
工
的
に
作
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
新
成
人
の
記
念
に
、

皆
さ
ん
の
善
意
で
献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
献
血
バ
ス
が

や
っ
て
き
ま
す

◎
長
岡
き
た
ま
ち

献
血
ル
ー
ム

毎週日曜日（12／28・１／４）
住民票・印鑑登録証明書を発行

と き：毎週日曜日の９時～17時

ところ：文化センター１階公民館 問合せ：市民課 52 5835-

経
費
目
安
割
合
を
使
っ
て
農
業
所

得
を
申
告
さ
れ
る
農
家
の
皆
さ
ん
に
、

区
長
さ
ん
を
通
じ
て
「
平
成

年
分

15

農
業
所
得
に
関
す
る
収
入
金
額
等
の

お
尋
ね
」
を
お
届
け
し
ま
す
。

出
荷
伝
票
・
納
品
書
・
領
収
書

（
控
）
や
預
金
通
帳
な
ど
に
よ
り
収

入
金
額
を
把
握
し
、
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

○
お
尋
ね
す
る
項
目

作
付
面
積
、
収
穫
量
、
販
売
金
額
、

家
事
消
費
等
金
額
、
農
産
物
の
棚
卸

高
、
雑
収
入
、
受
取
小
作
料
な
ど

○
提
出
期
限

１
月
５
日

ま
で
に
区
長
さ
ん

（月）

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

農
業
所
得
の
申
告
に
は
、
収
入
金

額
か
ら
必
要
経
費
を
差
し
引
い
て
所

得
を
計
算
す
る
「
収
支
計
算
」
と
、

収
入
金
額
に
一
定
の
経
費
割
合
を
か

け
て
所
得
を
計
算
す
る
「
経
費
目
安

割
合
方
式
」
に
よ
る
方
法
が
あ
り
ま

す
。 農

業
所
得
の
申
告
方
法

収
入
金
額
を
次
の
４
業
種
に
分
け

て
計
算
し
、
最
も
収
入
金
額
の
多
い

区
分
の
経
費
目
安
割
合
一
つ
を
使
用

し
て
所
得
を
計
算
し
ま
す
。

平
成

年
分
経
費
目
安
割
合

15

経
費
目
安
割
合

区

分

　
田
作
物
農
業

八
五

％

　
畑
作
物
農
業

七
八

％

　
果
樹
栽
培
農
業

七
一

％

　
施
設
作
物
農
業

八
七

％

○
計
算
式

収
入
金
額
Ａ

（
Ａ
×
経
費
目
安
割

｜

合
）

○
家
事
消
費
な
ど
の
基
準
金
額

・
水
稲
（
玄
米

　
当
た
り
）

10
三
、
〇
〇
〇
円

・
も
っ
ぱ
ら
家
事
消
費
な
ど
に
充

て
る
た
め
に
耕
作
す
る
野
菜
畑

（

ａ
当
た
り
）

五
九
、
五

10
〇
〇
円

農
業
所
得
も
ほ
か
の
事
業
所
得
の

計
算
と
同
様
に
、
収
支
計
算
が
原
則

□
収
支
計
算

□
経
費
目
安
割
合
方
式

で
す
。
こ
の
た
め
、
次
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
で
収
入
金
額
の
多
い
人
か
ら
段

階
的
に
収
支
計
算
に
移
行
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
よ

ら
ず
、
収
支
計
算
に
よ
り
農
業
所
得

の
申
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

自
分
の
経
営
内
容
の
把
握
や
分
析
が

で
き
、
経
営
の
改
善
・
向
上
に
役
立

つ
収
支
計
算
を
お
勧
め
し
ま
す
。

税
務
課
市
民
税
係

問
合
せ

52

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

１
月

日

と

き

11

（日）

午
前

時

分
〜

式

典

10

30

午
前

時

分
〜

祝
賀
放
水

11

50

（
市
民
会
館
前
の
西
谷
川
堤

防
）

市
民
会
館

と
こ
ろ

※
当
日
は
、
午
前
８
時

分
に
消
防

30

署
の
サ
イ
レ
ン
を

秒
間
鳴
ら
し

30

ま
す
。

※
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

消
防
本
部

問
合
せ

52

来
年
度
の
成
人
式
を
、
平
成

年
16

４
月
４
日

に
市
民
会
館
で
開
催
し

（日）

ま
す
。

該
当
者
は
、
昭
和

年
４
月
２
日

58

か
ら
昭
和

年
４
月
１
日
ま
で
に
生

59

ま
れ
た
人
で
、
市
内
に
住
所
の
あ
る

人
お
よ
び
就
職
・
進
学
の
た
め
市
外

に
転
出
し
、
実
家
が
市
内
に
あ
る
人

で
す
。

案
内
状
は
、
３
月
上
旬
に
郵
送
し

ま
す
。

生
涯
学
習
課

問
合
せ

52

消
防
出
初
め
式

平
成

年
度

16
成
人
式
の
お
知
ら
せ

栃
尾
市
農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙

人
名
簿
は
、
法
律
に
基
づ
い
て
毎
年

１
月
１
日
現
在
で
作
成
し
て
い
ま
す
。

月
中
に
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
お

12
届
け
す
る
「
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
登
載
申
請
書
」
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
し
な
い
場
合
は
、
一
年
間
農

業
委
員
会
委
員
選
挙
権
が
な
く
な

り
ま
す
。農

業
委
員
会
事
務
局

問
合
せ

52

申
告
を
お
忘
れ
な
く

農
業
委
員
の
選
挙
人
名
簿

広報とちお おしらせ版 15.12.18 (2)|||||| |||||

(月)

農
家
の
皆
さ
ん
へ

「
収
入
金
額
等
の
お
尋
ね｣

に
回
答
く
だ
さ
い

15年分申告 16年分申告 17年分申告 18年分申告申告年分

(16年２月) (17年２月) (18年２月) (19年２月)前年の収入金額

400万円以上の人

収支計算による申告400万円未満
300万円以上の人
300万円未満

経費目安割合方式200万円以上の人
にる申告200万円未満の人

※平成18年分申告からは、すべての人が収支計算になります

積
雪
や
凍
結
で
収
集
ネ
ッ
ト

袋
の
配
置
が
で
き
な
い
た
め
、

月
の
最
後
の
収
集
日
（
第
３

12ま
た
は
第
４
土
曜
日
）
か
ら
３

月
末
ま
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
収

集
を
市
内
全
域
で
中
止
し
ま
す
。

※
環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ

の
直
接
搬
入
は
、
受
け
付
け

ま
す
。

※
３
月
中
に
収
集
を
開
始
す
る

場
合
は
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

環
境
衛
生
課

問
合
せ

‐
２
４
７
７

53

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
収
集

を
冬
期
間
中
止
し
ま
す

‐
５
８
３
７

‐
２
０
２
０

‐
１
１
５
５

‐
２
１
５
３

道の駅(物産館)は12 31～1 1休館します/ /
１ ２･３は10時～15時まで営業、４日以降は平常通り(10時/
～18時)。レストラン、インフォメーションは３日から営業



独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特

別
基
金
で
は
、
次
の
人
に
内
閣
総
理

大
臣
名
の
書
状
な
ど
を
贈
呈
し
て
い

ま
す
。

▽
旧
軍
人
軍
属
で
恩
給
な
ど
を
受
け

て
い
な
い
、
い
わ
ゆ
る
恩
給
欠
格

者
（
請
求
を
行
う
こ
と
な
く
亡
く

な
っ
た
恩
給
欠
格
者
の
遺
族
）

▽
終
戦
に
伴
い
、
本
邦
以
外
の
地
域

か
ら
引
き
揚
げ
て
き
た
人
（
昭
和

年
の
引
揚
者
特
別
交
付
金
を
受

42給
さ
れ
た
人
）

平
成

年
３
月

日

請
求
期
限

17

31

保
健
福
祉
課
援

申
込
み
・
問
合
せ

護
福
祉
係

‐
５
８
３
６

52

放
送
大
学
は
、
文
部
科
学
省
・
総

務
省
所
管
の
正
規
の
通
信
制
大
学
で
、

テ
レ
ビ
と
ラ
ジ
オ
の
放
送
で
授
業
を

行
う
新
し
い
タ
イ
プ
の
４
年
制
大
学

恩
給
欠
格
者
、
引
揚
者

の
皆
さ
ん
へ

放
送
大
学

４
月
入
学
生
募
集
中

で
す
。
入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

募
集
す
る
学
生

▽
教
養
学
部

全
科
生
…
卒
業
を
目
指
す
学
生

選
科
生
…
１
年
間
在
学
す
る
学
生

１
学
期
間
在
学
す
る
学
生

科
目
生
…

▽
大
学
院
修
士
科
目
生

平
成

年
２
月

日

募
集
期
限

16

29

（日）

※
学
費
（
入
学
料
・
授
業
料
）
な
ど

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

放
送
大
学
新

資
料
請
求
・
問
合
せ

潟
学
習
セ
ン
タ
ー

０
２
５
‐
２

２
８
‐
２
６
５
１

誰
で
も
参
加
で
き
る
点
字
通
信
講

座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

教
材
が
届
い
て
か
ら
１
年

期

間
間
（
期
間
中
何
回
で
も
添
削
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
郵
送
料

は
無
料
）一

万
二
千
八
百
円
（
点
字

費

用
指
導
料
、
点
訳
テ
キ
ス
ト
、
点
字

練
習
器
、
点
字
用
紙
、
補
助
教
材
、

初
心
者
点
字
通
信
講
座

お
よ
び
教
材
送
料
を
含
む
）

は
が
き
（

で

申
込
み
・
問
合
せ

FAX

も
可
）
に
「
通
信
講
座
希
望
」
と

書
き
市
川
点
字
図
書
館
〒
一
〇
八

‐
〇
〇
一
四
東
京
都
港
区
芝
４
‐

７
‐
６
尾
家
ビ
ル
１
階

・

０
FAX

３
‐
５
４
３
９
‐
６
７
７
２

新
た
な
起
業
・
創
業
を
支
援
す
る

奨
励
金
な
ど
の
支
援
制
度
を
設
け
、

雇
用
の
場
の
拡
大
を
図
っ
て
い
ま
す
。

◆
起
業
を
支
援
す
る
創
業
支
援
制
度

創
業
し
非
自
発
的
離
職
者
な
ど

を
雇
い
入
れ
る
事
業
主
に
対
し
て
、

創
業
経
費
の
１
／
３
〜
２
／
３

（
上
限
あ
り
）
を
支
援
す
る
制
度

と
し
て
、｢

地
域
雇
用
受
皿
事
業

特
別
奨
励
金
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

◆
所
定
外
労
働
時
間
を
短
縮
し
労
働

者
を
雇
い
入
れ
た
事
業
主
を
支
援

す
る
緊
急
雇
用
創
出
特
別
奨
励
金

雇
用
情
勢
が
悪
化
し
た
地
域
で
、

労
使
の
合
意
に
よ
り
労
働
時
間
の

短
縮
（
所
定
外
労
働
時
間
の
短
縮

を
含
む
）
と
そ
れ
に
伴
う
賃
金
の

減
額
を
行
い
、
非
自
発
的
失
業
者

な
ど
を
雇
い
入
れ
る
事
業
主
に
対

し
て
支
援
す
る
制
度
で
す
。

長
岡
公
共
職
業
安
定
所
事

問
合
せ

業
所
部
門

‐
１
１
８
１

32

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の

各
種
助
成
金

国
民
生
活
金
融
公
庫
長
岡
支
店
は
、

高
校
や
大
学
、
専
修
学
校
、
各
種
学

校
な
ど
の
入
学
や
在
学
中
の
経
済
的

負
担
を
軽
減
す
る
目
的
で
「
国
の
教

育
ロ
ー
ン
」
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
低
利
で

手
続
き
も
簡
単
で
す
。

世
帯
の
年
間
収
入
が
九
百

対

象
九
十
万
円
（
事
業
所
得
者
は
七
百

国
の
教
育
ロ
ー
ン

七
十
万
円
）
以
内
の
保
護
者

二
百
万
円
（
学
生
・

融
資
限
度
額

生
徒
一
人
あ
た
り
）

年
１
・

％
（

月

日

金

利

65

11

10

現
在
）

年
以
内
（
交
通
遺
児

融
資
期
間

10

家
庭
お
よ
び
母
子
家
庭
の
人
は
、

１
年
の
延
長
が
可
能
）

毎
月
元
利
均
等
払
（
ボ

返
済
方
法

ー
ナ
ス
併
用
払
が
可
能
）

国
民
生
活
金
融

申
込
み
・
問
合
せ

公
庫
長
岡
支
店

‐
４
３
６
０

36
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図
書
利
用
券
を
受
け
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い

図
書
室
の
利
用
券
が
変
わ
り
ま
し
た
。
４
月
以
降
に
手
続
き
し
、
ま
だ

利
用
券
を
受
け
取
っ
て
い
な
い
人
は
、
図
書
室
窓
口
に
来
て
く
だ
さ
い
。

公
民
館

‐
２
０
２
０

問
合
せ

52

☆
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
冬
番
組

｢

宇
宙
を
近
く
に

〜
望
遠
鏡
で
広
が
る
星
の
世
界
〜｣

２
月

日

ま
で

と

き

22

（日）

大
人
二
百
円
、
小
・

観
覧
料

中
学
生
百
円
、
幼
児
無
料

☆
新
春
工
作
フ
ェ
ア

１
月

日

時
〜
、

と

き

11

（日）
10

日

９
時

分
〜
、
い
ず

12

（祝）

30

れ
も

時
ま
で

16
一
つ
に
つ
き
百
円

材
料
費

▽

日

時
〜

☆
各
種
教
室

18

（日）
13

｢

貝(

カ
キ)

の
心
臓
の
動
き
を

観
察
し
よ
う(

要
予
約)｣

、
　

時
〜
　

時
〜｢

か
ら
く
り

13

15

の
世
界｣

▽

日

時

分

25

（日）
13

30

〜｢

鳥
屋
野
潟
の
野
鳥
観
察
会｣

、

｢

ビ
ッ
ク
リ
、
ド
ッ
キ
リ
、
お

も
し
ろ
電
気
実
験｣

▽

日
31

（土）

時

分
〜｢

母
と
娘
の
た
め

13

30

の
香
り
の
実
験
室(

要
予
約)｣

、

時

分
〜｢

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

15

40

ム
星
空
散
歩｣

※
教
室
に
よ
っ
て
は
、
入
館
料
の

ほ
か
に
参
加
費
が
必
要
な
場
合

が
あ
り
ま
す
。

年
末
年
始
の

月

日

休
館
日

12

28

〜
１
月
５
日

。
毎
週
月
曜

（日）

（月）

日(

祝
日
の
場
合
は
火
曜
日)

の

定
休
日
の
ほ
か
、

日
20

（火）

新
潟
県
立
自
然
科
学
館

問
合
せ
０
２
５
‐
２
８
３
‐
３
３
３
１

月
の
催
物

県
立
自
然
科
学
館

１

優良運転者の免許更新に

バスを運行します
出発日・対象：12月24日(水)９時…１月24日までの免許更新者 負担金：往復1,000円

出発場所：栃尾警察署バス停 申込み：出発日の２日前までに交通安全協会 52 5213-

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
今
年
も

「
ふ
れ
あ
い
の
四
季
」
カ
レ
ン
ダ
ー

を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
同
協
議
会

が
実
施
し
て
い
る
「
ふ
れ
あ
い
教

室
」
の
俳
句
教
室
、
ち
ぎ
り
絵
教
室
、

手
話
教
室
の
参
加
者
と
講
師
の
協
力

を
得
て
作
成
し
た
も
の
で
す
。
数
に

限
り
が
あ
り
ま
す
が
、
希
望
者
に
無

料
で
差
し
上
げ
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会

‐

申
込
み

52

５
８
９
５
ま
た
は
保
健
福
祉
課

改
正
の
内
容

▽
割
引
証
を
廃
止
し
、
割
引
の
有
効

期
限
を
記
載
し
た
身
体
障
害
者
手

帳
ま
た
は
療
育
手
帳
の
提
示
の
み

で
割
引
適
用

▽
Ｅ
Ｔ
Ｃ
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
走
行
時
の

割
引
適
用

※
旧
制
度
（
割
引
証
と
手
帳
）
で
の

適
用
は
、
平
成

年
５
月

日
ま

16

31

で
で
す
の
で
、

月
１
日
以
降
に

12

そ
の
他

｢

ふ
れ
あ
い
の
四
季｣

カ
レ
ン
ダ
ー

を
差
し
上
げ
ま
す

有
料
道
路
に
お
け
る

障
害
者
割
引
制
度
改
正

す
べ
て
の
人
が
新
た
に
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。保

健
福
祉
課
福

手
続
き
・
問
合
せ

祉
係

‐
５
８
３
６

52１
月
９
日

〜
３
月

日

と

き

（金）

13

の
毎
週
金
・
土
曜
日
、

時

（土）

19

30

分
〜

時
21

と
ち
お
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ

と
こ
ろ

ー
場

小
学
生
以
上
の
人

対

象

ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
（
初
級
、

内

容
中
級
）

二
千
円
（
リ
フ
ト
代
は
各

参
加
費

自
で
負
担
。
傷
害
保
険
に
は
各
自

で
必
ず
加
入
の
こ
と
）

ス
キ
ー
協
会
の
ジ
ュ
ニ
ア

そ
の
他

ク
ラ
ブ
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

期
間
中
随
時
募

申
込
み
・
問
合
せ

集
。
と
ち
お
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー

場

‐
２
３
９
０

53

◆
高
等
学
校
普
通
科
（
３
年
制
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
は
、
全
国
ど
こ
に

い
て
も
入
学
す
る
こ
と
が
で
き
る

広
域
通
信
制
高
等
学
校
で
す
。
同

校
は
、
全
国
の
働
き
な
が
ら
学
ぶ

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
生
徒
募
集

ナ
イ
タ
ー
ス
キ
ー
教
室

青
少
年
や
、
遠
隔
地
在
住
者
お
よ

び
高
等
学
校
教
育
の
機
会
に
恵
ま

れ
な
か
っ
た
人
た
ち
に
対
し
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
放
送
番
組
を
利
用
し
て
自

宅
学
習
と
月
１
、
２
回
の
ス
ク
ー

リ
ン
グ
（
対
面
授
業
）
を
併
用
し

た
、
教
育
シ
ス
テ
ム
で
開
校
。

現
在
、
新
入
生
と
編
入
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

平
成

年
２
月
１
日

募
集
期
間

16

〜
４
月

日

ま
で
（
必
着
）

（日）

20

（火）

◆
専
攻
科
・
社
会
福
祉
コ
ー
ス

（
２
年
制
）

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
と
、

介
護
の
専
門
職
で
あ
る
介
護
福
祉

士
の
養
成
を
目
指
し
ま
す
。

平
成

年
２
月
１
日

募
集
期
間

16

〜

日

（
必
着
）

（日）

25

（水）
高
校
を
卒
業
し
た
人
ま

対

象
た
は
卒
業
見
込
み
の
人

◆
社
会
福
祉
士
養
成
課
程（

２
年
制
）

福
祉
に
関
す
る
相
談
援
助
を
専

門
的
に
行
う
国
家
資
格
・
社
会
福

祉
士
を
目
指
し
ま
す
。

月

日

〜
平
成

募
集
期
間

12

15

（月）

年
３
月
３
日

（
必
着
）

16

（水）

▽
４
年
制
大
学
卒
業
者

対

象
▽
高
校
な
ど
を
卒
業
後
福
祉
施

設
で
２
〜
４
年
以
上
の
相
談
援

助
業
務
の
経
験
が
あ
る
人

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
本

申
込
み
・
問
合
せ

校

０
４
２
‐
５
７
２
‐
３
１
５
１

広報とちお おしらせ版 15.12.18 (4)|||||| |||||

平地区区画整理事業の保留地を売却します。募集期
間は12月26日(金)まで。なお応募者多数の場合は、抽
選とします。

建設課都市計画係 ５２－５８２５申込み・問合せ

○売却価格
面 積 坪単価 金 額

645.25�(約195坪) 約57,500円 11,227,350円

道の駅｢Ｒ290とちお｣

休憩コーナー
◆おかめかぼちゃ展

12／27(土)～１／12(祝)
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